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Abstract
 
This paper introduces peregrinations to Nagasaki by Moshichi Nakazawa. This document
 
records post towns,castle towns,shrines and temples,bridges and rivers,places of scenic beauty
 
and historic interest,which were located from Sakaimachi to Nagasaki.
【
研
究
ノ
ー
ト
】
中
澤
茂
七
の
長
崎
道
中
記
落
合
延
孝
歴
史
情
報
論
研
究
室
は
じ
め
に
本
稿
は
、
中
島
照
雄
氏
の
所
蔵
す
る
「
文
政
十
三
歳
庚
寅
正
月
吉
日
道
中
控
」
の
史
料
を
通
し
て
、
中
澤
茂
七
の
長
崎
道
中
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の「
道
中
控
」は
、
縦
一
九
セ
ン
チ
、
横
一
三
?四
セ
ン
チ
、
厚
さ
五
セ
ン
チ
、
三
〇
三
丁
に
及
ぶ
道
中
記
で
あ
る
。
こ
の
「
道
中
控
」
に
つ
い
て
は
、
中
沢
昌
次
郎
が
境
町
か
ら
赤
間
ケ
関
（
下
関
）
ま
で
の
往
路
の
旅
程
を
史
料
紹
介
し
て
い
る
。
?１
）
こ
の
「
道
中
控
」
を
記
録
し
た
中
澤
茂
七
は
、
中
島
照
雄
氏
の
祖
先
で
あ
る
。
「
道
中
控
」
の
裏
表
紙
は
「
上
州
佐
位
郡
境
町
中
澤
茂
七
」
と
記
さ
れ
、
文
末
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
春
の
初
ト
赤
本
の
お
わ
り
道
中
無
難
の
帰
宅
不
相
変
め
で
た
し
々
々
庚
文
政
十
三
寅
年
五
月
八
日
正
八
ツ
時
中
澤
林
太
郎
改
名
茂
七
廣
晧
三
十
四
才
之
時
也
中
島
利
夫「
茂
七
の
面
影
」
に
?２
）
よ
れ
ば
、
中
澤
茂
七
廣ひろ
晧あき
は
一
七
九
六
年（
寛
政
八
）
年
に
生
ま
れ
、
一
八
五
五
年
（
安
政
二
）
十
一
月
六
日
に
死
去
、
享
年
五
九
歳
で
あ
る
。
法
号
は
「
真
晧
霜
容
輪
定
居
士
」
で
あ
る
。
一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
の
境
町
役
人
が
伊
勢
崎
藩
役
所
へ
提
出
し
た
「
書
上
」
に
よ
れ
ば
、
中
澤
茂
七
家
は
田
二
反
一
畝
二
六
歩
、
畑
四
町
九
反
二
畝
二
三
歩
、
屋
敷
四
反
四
畝
一
八
歩
と
近
郷
九
ケ
村
を
含
め
る
と
合
計
一
一
町
六
反
二
畝
二
六
歩
を
所
有
し
て
い
た
地
主
で
あ
っ
た
。
?３
）
さ
ら
に
、
同
家
は
境
町
の
名
主
役
を
勤
め
、
糸
繭
・
絹
太
織
・
薪
炭
等
の
商
い
を
営
む
豪
農
で
あ
っ
た
。
茂
七
は
一
八
二
三
年
（
文
政
六
）
に
伊
勢
崎
藩
主
酒
井
氏
か
ら
苗
字
を
許
さ
れ
、
一
八
二
五
年
（
文
政
八
）
に
伊
勢
崎
藩
御
屋
敷
御
殿
御
用
場
へ
召
し
出
さ
れ
、
御
用
達
御
定
勤
を
命
ぜ
ら
れ
、
麻
上
下
着
用
と
帯
刀
を
許
さ
れ
た
。
?４
）
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一
八
三
〇
年
（
文
政
十
三
）
正
月
十
六
日
に
上
野
国
佐
位
郡
境
町
を
出
発
し
、
五
月
八
日
に
無
事
帰
着
し
た
。
こ
の
年
は
三
月
に
閏
月
が
あ
り
、
一
四
〇
日
間
の
旅
で
あ
っ
た
。
こ
の
旅
は
境
町
の
「
伊
勢
両
宮
太
々
講
取
立
候
連
中
」
の
十
三
人
と
供
の
者
六
人
の
総
勢
十
九
人
で
あ
っ
た
。伊
勢
講
の
連
中
は
、「
世
話
人
」
の
栗
原
藤
七
、
斉
藤
又
兵
衛
、
井
上
六
左
衛
門
、
中
沢
茂
七
、
井
上
与
兵
衛
、
中
村
要
八
、
中
村
久
兵
衛
、
中
村
権
右
衛
門
、
斉
藤
新
右
衛
門
、
正
田
嘉
蔵
、
正
田
伊
兵
衛
、
中
沢
新
兵
衛
、
腰
塚
長
吉
の
十
三
人
で
あ
る
。
供
の
者
は
富
五
郎
、
彦
五
郎
、
八
十
兵
衛
、
甚
蔵
、
藤
吉
、
清
兵
衛
の
六
人
で
あ
る
。
正
月
七
日
の
七
草
に
井
上
六
左
衛
門
宅
に
お
い
て
、
伊
勢
講
の
連
中
が
集
っ
た
際
に
、
次
の
よ
う
な
相
談
を
し
た
。
右
之
連
中
ニ
て
去
々
子
年
よ
り
講
金
相
掛
ケ
、
来
卯
年
太
々
と
心
掛
ケ
候
処
、
卯
年
ニ
て
は
彼
是
差
合
等
有
之
、
殊
ニ
寅
年
ハ
千
里
行
千
里
帰
ル
ノ
勢
イ
ア
ル
故
、
当
寅
年
ト
相
談
相
極
り
、
吉
日
ヲ
撰
ミ
正
月
と
取
究
申
候
已
上
子
年
の
一
八
二
八
年
（
文
政
十
一
）
よ
り
伊
勢
講
金
を
掛
け
、
本
来
な
ら
ば
卯
年
の
一
八
三
一
年
（
天
保
二
）
に
伊
勢
参
宮
を
予
定
し
て
い
た
が
、
あ
れ
こ
れ
と
差
し
支
え
が
あ
り
、「
寅
年
ハ
千
里
行
千
里
帰
ル
ノ
勢
イ
ア
ル
」と
い
う
理
由
で
寅
年
に
行
く
こ
と
を
相
談
の
上
決
め
た
。
吉
日
の
正
月
十
六
日
に
出
発
し
た
。伊
勢
両
宮
へ
の
奉
納
金
に
つ
い
て
は
、
外
宮
の
御
師
三
日
市
代
井
村
助
九
郎
と
内
宮
の
御
師
八
羽
代
上
村
啓
蔵
が
丑
年
（
文
政
十
二
）
に
札
引
に
来
た
時
に
掛
け
合
い
、
そ
の
時
に
出
立
の
日
限
も
約
束
し
て
い
る
。
道
中
で
用
意
す
る
も
の
と
し
て
、
脇
差
、
矢
立
、
筆
、
風
呂
敷
大
小
共
三
ツ
、
そ
ろ
ば
ん
、
雨
合
羽
、
か
さ
、
三
尺
、
手
拭
二
す
じ
、
火
打
道
具
、
地
し
や
く
、
油
紙
、
帳
面
、
脚
は
ん
、
わ
ら
じ
か
け
二
三
足
、
ど
う
ら
ん
、
き
せ
る
、
鼻
紙
、
は
さ
み
、
は
り
、
縫
糸
、
薬
類
、
か
ら
薬
、
手
お
い
を
挙
げ
て
い
る
。
連
中
は
、
座
頭
と
え
た
へ
祝
儀
を
遣
し
、
出
立
の
際
に
は
、「
町
内
稲
荷
社
諏
訪
社
天
王
社
其
外
諸
所
」
に
て
「
ま
き
銭
」
を
し
て
い
る
。
ま
き
銭
は
、
伊
勢
神
宮
に
参
詣
者
が
巡
拝
す
る
時
に
ま
き
米
の
か
わ
り
に
ま
く
銭
で
あ
る
。
中
澤
茂
七
は
「
道
中
控
」
を
記
録
す
る
際
に
、
謙
遜
し
な
が
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
此
道
中
控
之
儀
は
あ
ら
ま
し
ハ
控
置
候
得
共
、
元
よ
り
短
才
悪
筆
故
、
字
随
分
と
書
誤
り
も
可
有
御
座
候
間
、能
々
御
勘
弁
之
上
御
道
中
可
被
成
候
、
尤
悪
筆
故
書
取
が
た
き
処
ハ
麁
絵
図
ニ
い
た
し
置
候
、
一
切
絵
心
無
之
も
じ
形
チ
の
み
あ
ら
わ
し
候
な
り
右
申
上
候
通
り
御
読
取
難
処
は
真
平
ニ
御
用
捨
被
成
下
御
一
覧
可
被
遊
候
此
控
下
帳
ニ
は
候
得
共
、
外
ニ
書
置
候
も
の
無
之
候
間
、
又
か
し
等
一
切
御
断
り
申
候
、
御
覧
被
遊
候
ハ
ハ
早
速
ニ
御
帰
し
可
被
下
候
、
已
上
「
一
切
絵
心
無
之
」
と
記
し
て
い
る
が
、「
道
中
控
」
に
は
所
々
で
絵
図
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
「
道
中
控
」
は
「
控
下
帳
」
で
あ
る
が
、
他
に
記
し
た
帳
面
が
な
い
の
で
、
貸
す
こ
と
を
断
っ
て
い
る
。
宿
場
、
城
下
、
神
社
仏
閣
、
橋
川
、
国
境
、
峠
坂
、
追
分
、
御
免
遊
女
場
、
名
所
旧
跡
に
つ
い
て
は
下
記
の
記
号
を
落 合 延 孝
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用
い
て
い
る
。
●
（
赤
色
）
宿
駅
場
の
印
な
り
□
（
黄
色
）
御
城
下
の
印
な
り
神
社
印
な
り
▲■
（
赤
色
）
仏
閣
寺
の
印
な
り
■
（
青
色
）
橋
川
の
し
る
し
△
△
（
黄
色
）
国
境
の
合
印
▲
（
青
色
）
峠
坂
の
印
な
り
○
○
追
分
の
印
▲
（
赤
色
）
御
免
遊
女
場
の
印
○
（
黄
色
）
名
所
旧
跡
名
物
の
合
印
「
道
中
控
」
の
記
述
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
十
七
日
天
気
吉
此
間
吹
上
村
立
場
ニ
テ
休
●
鴻
巣
宿
桶
川
へ
壱
里
三
十
丁
●
桶
川
宿
上
尾
へ
三
十
丁
●
上
尾
宿
大
宮
へ
弐
里
九
丁
此
間
馬
喰
新
田
ニ
テ
酒
宴
致
ス
●
大
宮
宿
浦
和
へ
壱
里
十
弐
丁
御
本
陣
山
崎
喜
左
衛
門
方
泊
り
、
此
宿
裏
ニ
武
蔵
国
ノ
一
宮
氷
川
大
明
神
社
有
日
と
天
気
、
宿
と
宿
と
の
距
離
、
泊
っ
た
宿
屋
、
宿
屋
の
評
判
、
宿
村
の
簡
潔
な
説
明
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宿
と
宿
と
の
距
離
は
出
版
さ
れ
て
い
る
東
海
道
や
中
山
道
な
ど
の
「
道
中
記
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
茂
七
が
旅
の
途
中
で
記
し
た
メ
モ
を
参
考
に
、
旅
行
の
後
で
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
長
崎
ま
で
の
往
路
?１
）
境
町
か
ら
伊
勢
神
宮
へ
境
町
か
ら
長
崎
ま
で
の
往
路
・
復
路
の
旅
程
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
往
路
は
境
町
か
ら
熊
谷
宿
に
出
て
中
山
道
を
通
り
江
戸
に
到
着
し
た
。
江
戸
か
ら
東
海
道
を
通
り
、
桑
名
宿
よ
り
伊
勢
神
宮
を
参
詣
し
た
。
伊
勢
ま
で
は
十
九
人
で
来
た
が
、
伊
勢
で
八
人
が
別
れ
、
十
一
人
が
伊
勢
よ
り
奈
良
・
高
野
山
・
和
歌
山
を
通
っ
て
大
坂
へ
到
着
し
た
。
大
坂
で
八
人
は
金
比
羅
へ
参
詣
し
、
茂
七
ら
三
人
は
金
比
羅
・
宮
島
・
錦
帯
橋
を
通
り
、
九
州
に
渡
っ
て
長
崎
に
到
着
し
た
。
一
八
三
〇
年
（
文
政
十
三
）
一
月
十
六
日
に
上
野
国
佐
位
郡
境
町
を
出
発
し
、
徳
川
郷
で
酒
を
出
し
、
送
る
人
び
と
を
残
ら
ず
帰
し
た
。
熊
谷
宿
と
大
宮
宿
に
泊
り
、
十
八
日
に
江
戸
に
到
着
す
る
。
江
戸
に
は
三
日
間
滞
在
し
、
二
十
一
日
に
は
堺
町
人
形
芝
居
を
肥
前
座
で
見
物
し
た
。
一
行
は
江
戸
よ
り
東
海
道
を
歩
い
て
行
く
。
箱
根
の
関
所
は
、「
御
手
形
ヲ
差
上
ケ
通
ル
」と
記
し
、
無
事
通
行
し
て
い
る
。
中
澤
茂
七
は
小
田
原
よ
り
「
少
し
病
気
之
処
次
第
ニ
重
ク
」
な
り
、
三
島
宿
で
医
師
に
か
か
り
逗
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
月
二
十
六
・
二
十
七
日
は
三
島
宿
に
逗
留
し
て
い
る
。
一
行
は
二
十
八
日
に
三
島
を
出
発
す
る
が
、
茂
七
は
二
月
二
日
の
日
坂
宿
ま
で
駕
籠
で
旅
を
し
て
い
る
。
久
能
山
御
役
所
で
は
国
所
領
主
名
主
同
行
名
前
書
一
通
を
提
出
し
て
い
る
。
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中澤茂七の長崎道中記
表
１
長
崎
道
中
の
旅
程
月
日
旅
程
・
名
所
旧
跡
宿
泊
場
所
宿
屋
１
16
出
立
、
徳
川
郷
・
中
瀬
村
熊
谷
宿
脇
本
陣
布
施
田
勘
右
衛
門
17
鴻
巣
・
桶
川
・
上
尾
宿
大
宮
宿
御
本
陣
山
崎
喜
左
衛
門
18
浦
和
・
蕨
宿
・
戸
田
川
渡
舟
場
・
王
子
・
上
野
山
江
戸
小
網
町
弐
丁
目
積
問
屋
加
賀
屋
大
助
19
所
々
用
事
同
右
同
右
20
同
右
同
右
21
堺
町
人
形
芝
居
肥
前
座
見
物
同
右
同
右
22
東
都
目
出
度
出
立
、
品
川
宿
、
弘
法
大
師
参
詣
川
崎
宿
朝
田
屋
武
右
衛
門
23
神
奈
川
・
保
土
ケ
谷
・
戸
塚
宿
藤
沢
宿
浦
賀
屋
彦
太
郎
24
平
塚
・
大
磯
・
小
田
原
宿
箱
根
湯
本
福
住
九
蔵
25
箱
根
関
所
を
通
る
茂
七
病
気
重
く
医
師
に
か
か
る
三
島
宿
い
せ
屋
久
兵
衛
26
病
気
の
た
め
逗
留
同
右
同
右
27
病
気
の
た
め
逗
留
同
右
同
右
28
出
立
、
沼
津
・
原
宿
吉
原
宿
四
ツ
目
屋
平
左
衛
門
29
富
士
川
・
蒲
原
・
由
井
・
三
保
の
松
原
江
尻
宿
大
竹
屋
平
七
２
１
久
能
山
・
府
中
（
静
岡
）
鞠
子
宿
桑
名
屋
善
兵
衛
２
藤
枝
・
島
田
・
大
井
川
・
金
谷
宿
日
坂
宿
大
黒
屋
角
右
衛
門
３
茂
七
病
気
の
た
め
逗
留
掛
川
宿
捻
金
屋
次
郎
右
衛
門
４
病
気
重
く
大
医
戸
塚
龍
白
先
生
に
掛
か
る
同
右
同
右
５
逗
留
同
右
同
右
６
逗
留
同
右
同
右
７
袋
井
・
森
町
・
三
倉
・
戌
亥
村
舞
坂
下
町
高
木
屋
安
兵
衛
８
秋
葉
寺
を
参
詣
神
沢
村
森
下
屋
喜
兵
衛
９
鳳
来
寺
を
参
詣
新
城
町
か
し
わ
や
惣
右
衛
門
10
御
油
・
赤
坂
宿
岡
崎
宿
大
津
屋
勘
助
11
桶
狭
間
・
鳴
海
宿
宮
宿
紀
伊
屋
安
右
衛
門
12
名
古
屋
・
中
村
（
太
閤
秀
吉
出
生
地
）
桑
名
宿
銭
屋
又
左
衛
門
殿
13
四
日
市
・
神
戸
宿
白
子
宿
白
子
屋
藤
右
衛
門
14
上
野
・
津
宿
松
坂
宿
大
須
賀
屋
喜
兵
衛
15
新
茶
屋
・
二
見
浦
山
田
町
三
日
市
太
夫
次
郎
16
逗
留
休
足
古
市
町
見
物
伊
勢
名
物
お
ん
と
踊
り
同
右
同
右
17
外
宮
参
宮
同
右
同
右
18
太
々
修
行
同
右
同
右
19
外
宮
、
天
の
岩
戸
、
神
宮
文
庫
、
古
市
町
宇
治
町
御
師
町
通
八
羽
石
太
夫
20
内
宮
参
宮
、
太
々
修
行
同
右
同
右
21
磯
辺
同
右
同
右
22
同
右
同
右
月
日
旅
程
・
名
所
旧
跡
宿
泊
場
所
宿
屋
23
外
宮
参
宮
（
三
回
）
六
軒
大
須
賀
屋
喜
兵
衛
24
畑
村
・
大
野
木
村
を
通
る
垣
内
宿
大
和
屋
孫
右
衛
門
25
青
山
峠
・
名
張
町
・
山
辺
村
（
山
辺
赤
人
出
生
地
）
は
い
原
町
井
谷
屋
清
兵
衛
26
長
谷
・
三
輪
・
丹
波
市
宿
奈
良
町
樽
井
町
米
屋
彦
兵
衛
27
奈
良
見
物
同
右
同
右
28
法
花
寺
・
唐
招
提
寺
郡
山
町
花
打
屋
忠
兵
衛
29
法
隆
寺
・
高
田
町
八
木
宿
木
原
屋
加
右
衛
門
３
１
多
武
峰
・
上
市
村
・
千
本
桜
吉
野
町
本
町
ざ
こ
や
平
右
衛
門
２
五
條
・
橋
本
宿
学
文
路
宿
玉
屋
与
右
衛
門
３
高
野
山
に
到
着
高
野
山
境
町
宿
坊
西
宝
院
４
九
ツ
半
時
頃
出
立
粉
川
町
玉
屋
藤
右
衛
門
５
粉
川
寺
・
紀
三
井
寺
和
歌
の
浦
栄
屋
栄
蔵
６
和
歌
の
浦
・
和
歌
山
山
中
村
三
沢
三
右
衛
門
７
貝
塚
・
岸
和
田
宿
・
信
田
野
森
堺
宿
か
わ
ら
町
さ
つ
ま
や
宇
右
衛
門
８
神
宮
寺
・
四
天
王
寺
大
坂
長
堀
橋
南
詰
平
野
屋
佐
吉
９
大
坂
見
物
同
右
同
右
10
道
髪
堀
芝
居
見
物
同
右
同
右
11
大
坂
城
見
物
（
三
田
助
十
郎
様
家
来
の
案
内
に
て
）
同
右
同
右
12
大
坂
中
見
物
、
夜
ニ
入
吉
田
屋
喜
左
衛
門
方
へ
行
同
右
同
右
13
吉
田
屋
喜
左
衛
門
方
へ
行
く
同
右
同
右
14
大
坂
出
立
、
尼
ケ
崎
西
宮
宿
は
り
ま
や
嘉
右
衛
門
15
う
ば
ら
・
神
戸
・
兵
庫
宿
・
須
磨
寺
・
一
ノ
谷
明
石
宿
大
倉
谷
町
石
屋
文
四
郎
16
別
府
村
・
刀
田
山
・
高
砂
町
御
着
宿
魚
屋
勘
四
郎
17
姫
路
宿
片
嶋
宿
花
屋
庄
左
衛
門
18
鶴
亀
村
・
三
石
宿
・
片
上
宿
い
ん
べ
村
岡
山
屋
仙
介
19
岡
山
宿
早
島
町
し
わ
く
や
伊
兵
衛
20
下
津
井
湊
を
通
り
丸
亀
へ
丸
亀
ひ
ぜ
ん
屋
藤
蔵
21
金
比
羅
参
詣
同
右
同
右
22
宮
島
へ
舟
乗
り
合
い
舟
中
23
鞆
の
湊
・
海
潮
山
は
ん
台
寺
舟
中
24
風
が
悪
い
の
で
瀬
戸
田
嶋
に
舟
を
付
て
待
つ
舟
中
25
廣
嶋
領
川
尻
と
申
所
に
舟
を
附
け
る
舟
中
26
宮
島
に
到
着
宮
島
浜
の
町
中
屋
新
助
27
宮
島
参
詣
、
夜
錦
帯
橋
へ
行
く
舟
に
乗
る
舟
中
28
錦
帯
橋
、
呼
坂
宿
久
保
市
宿
い
び
す
や
新
五
郎
29
徳
山
・
富
海
宿
宮
市
宿
大
嶋
屋
勘
助
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落 合 延 孝
月
日
旅
程
・
名
所
旧
跡
宿
泊
場
所
宿
屋
30
小
郡
宿
厚
市
（
ア
サ
イ
チ
）
宿
わ
た
屋
庄
兵
衛
閏
１
長
府
宿
・
壇
ノ
浦
赤
間
ケ
関
中
ノ
町
米
屋
藤
五
郎
３
２
巌
流
島
・
小
倉
小
倉
御
家
中
林
多
喜
助
・
同
義
三
郎
３
昼
過
ぎ
ま
で
酒
肴
の
ご
馳
走
、
黒
崎
宿
木
屋
ノ
瀬
宿
御
本
陣
長
崎
屋
源
六
４
赤
間
・
青
柳
宿
浜
男
村
漁
師
治
助
５
箱
崎
宿
・
博
多
太
宰
府
神
主
小
野
加
賀
守
６
原
田
・
田
代
・
轟
宿
中
原
宿
小
倉
屋
忠
平
７
神
崎
・
佐
賀
町
、
本
庄
か
ら
諫
早
ま
で
舟
で
行
く
舟
中
８
は
ぜ
の
浦
に
舟
が
着
き
、
由
井
宿
へ
行
く
由
井
宿
木
銭
宿
９
諫
早
宿
を
通
り
長
崎
へ
到
着
長
崎
町
俵
屋
新
兵
衛
10
案
内
人
を
頼
ん
で
長
崎
見
物
長
崎
町
俵
屋
新
兵
衛
11
鬼
界
ケ
嶋
同
右
同
右
12
長
崎
買
い
物
同
右
同
右
13
藤
五
郎
案
内
に
て
長
崎
買
い
物
同
右
同
右
14
長
崎
唐
物
屋
を
見
物
同
右
同
右
15
荷
物
作
り
、
惣
鎮
守
、
眼
鏡
橋
を
見
物
同
右
同
右
16
福
富
・
上
野
氏
へ
暇
乞
い
宿
勘
定
を
済
ま
し
出
発
同
右
同
右
17
阿
波
湊
よ
り
嶋
原
小
濱
迄
海
上
八
里
舟
で
行
く
小
濱
温
泉
柴
田
寅
次
郎
18
深
井
村
よ
り
肥
後
川
尻
迄
海
上
八
里
舟
で
行
く
舟
持
池
田
屋
丈
左
衛
門
19
大
風
の
た
め
逗
留
、
島
原
城
下
見
物
同
右
20
川
尻
に
到
着
、
清
正
公
霊
廟
、
熊
本
植
木
宿
松
屋
角
右
衛
門
21
高
瀬
宿
、
イ
ヅ
川
三
池
宿
い
ひ
す
屋
22
本
吉
村
清
水
山
、
柳
川
町
大
善
寺
宿
紙
屋
治
兵
衛
方
23
久
留
米
・
府
中
宿
吉
井
宿
い
づ
み
や
24
小
石
原
村
彦
山
町
あ
た
ら
し
屋
藤
三
郎
25
英
彦
山
を
降
り
る
一
ツ
度
村
大
和
屋
半
四
郎
26
五
百
羅
漢
、
樋
田
村
四
日
市
宿
あ
た
ら
し
屋
利
兵
衛
27
宇
佐
八
幡
宮
・
中
津
宿
椎
田
町
四
日
市
屋
岩
蔵
28
大
橋
・
神
田
宿
小
倉
町
か
に
は
み
柳
町
林
義
三
郎
29
小
倉
よ
り
下
関
へ
渡
海
下
ノ
関
米
屋
藤
五
郎
４
１
風
が
わ
る
い
の
で
見
合
せ
同
右
同
右
２
下
関
か
ら
大
坂
ま
で
舟
風
の
た
め
あ
み
屋
で
宿
泊
同
右
船
宿
阿
弥
陀
寺
町
あ
み
屋
甚
吉
３
風
強
く
見
合
わ
せ
同
右
同
右
４
八
ツ
時
出
帆
舟
中
５
上
ノ
関
へ
当
着
上
ノ
関
舟
中
月
日
旅
程
・
名
所
旧
跡
宿
泊
場
所
宿
屋
６
出
船
で
き
な
い
舟
中
７
八
ツ
時
出
帆
、
津
和
・
釜
苅
・
御
手
洗
舟
中
８
御
手
洗
よ
り
多
度
津
へ
到
着
、
金
比
羅
参
宮
舟
中
９
多
度
津
よ
り
播
州
高
砂
へ
舟
中
10
高
砂
よ
り
大
坂
へ
大
坂
平
野
屋
佐
吉
11
無
難
之
祝
イ
事
同
右
同
右
12
休
息
致
し
夕
方
京
都
伏
見
舟
に
乗
出
す
橋
本
宿
13
八
幡
・
宇
治
町
・
伏
見
町
・
伏
見
稲
荷
京
都
三
條
大
橋
東
詰
ひ
ぜ
ん
屋
藤
五
郎
14
休
息
同
右
同
右
15
外
村
宗
兵
衛
御
子
息
惣
太
郎
殿
案
内
に
て
見
物
同
右
同
右
16
外
村
宗
兵
衛
殿
案
内
に
て
見
物
同
右
同
右
17
荷
物
作
り
同
右
同
右
18
外
村
宗
次
郎
殿
案
内
に
て
見
物
同
右
同
右
19
嶋
原
見
物
に
行
く
同
右
同
右
20
愛
宕
山
へ
参
詣
同
右
同
右
21
嶋
原
見
物
に
行
く
同
右
同
右
22
び
ぜ
ん
屋
に
て
勘
定
、
出
立
鞍
馬
山
大
文
字
屋
次
郎
兵
衛
23
三
井
寺
・
大
津
町
、
大
津
よ
り
石
山
ま
で
舟
石
山
菊
屋
利
八
24
瀬
田
町
・
草
津
宿
か
ら
中
山
道
嶋
川
村
西
村
伊
左
衛
門
25
逗
留
同
右
同
右
26
逗
留
同
右
同
右
27
高
宮
宿
・
彦
根
町
醒
ケ
井
宿
銭
屋
仁
左
衛
門
28
関
ケ
原
・
樽
井
宿
・
河
渡
（
ゴ
ウ
ド
）
宿
加
納
宿
米
善
ト
言
宿
29
鵜
沼
・
御
嶽
宿
細
久
手
宿
御
本
陣
小
く
り
八
左
衛
門
30
中
津
川
・
落
合
宿
馬
籠
宿
は
ち
や
源
右
衛
門
５
１
妻
籠
・
野
尻
・
次
原
宿
上
ケ
松
宿
小
松
屋
庄
兵
衛
２
福
嶋
・
奈
良
井
・
贄
川
本
山
宿
本
陣
花
屋
忠
左
衛
門
３
洗
馬
（
セ
バ
）
宿
・
松
本
宿
法
橋
?ホ
ツ
キ
ヤ
ウ
）村
い
つ
み
屋
兵
四
郎
４
青
柳
・
篠
ノ
井
・
善
光
寺
善
光
寺
し
な
の
屋
重
左
衛
門
５
丹
波
嶋
・
坂
木
宿
上
田
宿
原
町
脇
本
陣
い
づ
つ
や
惣
兵
衛
６
和
田
・
長
窪
・
追
分
宿
軽
井
沢
宿
脇
本
陣
佐
藤
忠
右
衛
門
７
碓
氷
峠
・
坂
本
・
安
中
・
板
鼻
・
高
崎
宿
倉
賀
野
宿
水
谷
屋
８
玉
村
・
五
料
・
芝
宿
を
通
っ
て
境
町
に
到
着
「
文
政
十
三
歳
庚
寅
正
月
吉
日
道
中
控
」
よ
り
作
成
― ―120
中澤茂七の長崎道中記
「
御
門
ヲ
入
御
目
附
御
番
所
ニ
テ
名
前
書
人
別
相
改
メ
」
と
記
さ
れ
、
久
能
山
の
御
目
附
御
番
所
で
名
前
書
き
と
人
別
改
め
が
行
わ
れ
て
い
た
。
二
月
三
日
に
茂
七
の
病
気
が
再
び
悪
く
な
り
重
く
な
っ
た
。
四
日
に
掛
川
宿
の
医
師
戸
塚
龍
白
先
生
に
診
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
早
速
全
快
其
後
一
向
ニ
起
り
不
申
候
」
と
全
快
し
、
そ
の
後
の
旅
で
は
病
気
に
か
か
っ
て
い
な
い
。
東
海
道
の
宿
場
で
は
箱
根
宿
に
つ
い
て
、「
此
処
あ
し
き
宿
ナ
リ
、
人
気
悪
敷
い
つ
わ
り
ヲ
云
、
旅
人
ヲ
止
宿
為
致
又
は
弁
当
売
何
ニ
て
も
誠
ニ
高
直
、
此
後
油
断
被
成
間
敷
候
」
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。
由
井
宿
か
ら
奥
津
宿
ま
で
の
道
筋
が
よ
く
、
サ
ツ
タ
峠
が
「
東
海
道
随
一
之
風
景
」
と
評
価
し
て
い
る
。
向
い
は
伊
豆
の
山
々
、
前
は
田
子
ノ
浦
海
、
左
は
相
模
駿
河
山
々
富
士
山
足
尊
山
の
見
渡
し
風
景
を
讃
え
、
サ
ツ
タ
峠
よ
り
の
所
々
見
渡
し
の
麁
絵
図
を
書
き
留
め
て
い
る
。
名
物
も
記
し
て
い
る
が
、
日
坂
宿
の
わ
ら
び
餅
に
つ
い
て
は
「
名
物
大
キ
ク
至
テ
ま
づ
し
御
無
用
ニ
可
被
成
候
」
と
厳
し
い
。
一
行
は
掛
川
宿
よ
り
秋
葉
山
と
鳳
来
寺
を
廻
っ
て
御
油
宿
へ
行
く
旅
程
を
歩
い
た
。
茂
七
は
掛
川
か
ら
御
油
ま
で
駕
籠
に
乗
っ
た
。
駕
籠
一
挺
の
費
用
は
金
二
分
二
朱
で
あ
っ
た
が
、
茂
七
は
「
至
テ
下
直
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
名
古
屋
に
つ
い
て
は
、「
下
村
大
丸
屋
店
、
伊
藤
松
坂
屋
店
、
水
口
屋
店
、
松
前
屋
店
右
何
れ
も
大
見
せ
ニ
御
座
候
、
其
外
能
キ
店
数
多
ク
御
座
候
」
と
そ
の
繁
華
ぶ
り
を
記
し
て
い
る
。
二
月
十
二
日
に
桑
名
宿
に
到
着
し
、
銭
屋
又
左
衛
門
に
宿
泊
す
る
。
こ
の
宿
は
三
日
市
太
夫
次
郎
の
定
宿
で
あ
り
、「
三
日
市
手
代
幸
左
衛
門
殿
迎
ニ
参
り
酒
肴
ヲ
出
シ
馳
走
ヲ
致
ス
」
と
三
日
市
の
手
代
が
一
行
を
迎
え
に
来
て
馳
走
を
出
し
歓
迎
し
て
い
る
。
十
四
日
に
松
坂
宿
で
も
三
日
市
の
手
代
と
八
羽
の
手
代
が
何
れ
も
酒
肴
を
出
し
馳
走
を
い
た
し
歓
迎
し
て
い
る
。
十
五
日
に
新
茶
屋
に
到
着
す
る
が
、
こ
こ
で
の
御お
師し
た
ち
の
歓
迎
ぶ
り
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
此
処
へ
三
日
市
手
代
井
村
助
九
郎
殿
其
外
三
四
人
、
駕
籠
拾
三
挺
其
外
馬
ニ
テ
迎
ニ
出
、
此
茶
屋
ニ
テ
酒
肴
年
頭
馳
走
致
し
、
是
よ
り
宮
川
、
夫
よ
り
二
見
ケ
浦
廻
り
、
三
日
市
迄
か
ご
ニ
乗
申
候
、
宰
領
沢
山
ニ
附
道
中
叮
嚀
之
事
ニ
候
、
か
ご
ニ
ハ
毛
せ
ん
ヲ
敷
ど
ん
す
天
絨
毯
の
鏡
ふ
え
至
テ
よ
し
、
尤
モ
此
処
よ
り
三
日
市
迄
蒔
銭
ヲ
致
し
申
候
、
凡
壱
人
ニ
付
金
弐
百
疋
位
イ
こ
こ
に
は
御
師
の
定
茶
屋
が
あ
り
、三
日
市
手
代
井
村
助
九
郎
と
そ
の
他
三
、
四
人
が
駕
籠
十
三
挺
と
馬
で
一
行
を
出
迎
え
て
い
る
。
供
の
者
を
除
い
た
十
三
人
に
駕
籠
を
一
挺
ず
つ
宛
が
っ
て
い
る
。
こ
の
茶
屋
で
酒
肴
の
年
頭
馳
走
を
致
し
、
こ
こ
よ
り
宮
川
、
二
見
ケ
浦
、
三
日
市
の
宿
屋
ま
で
駕
籠
に
乗
っ
て
い
る
。
新
茶
屋
よ
り
三
日
市
の
宿
屋
ま
で
、
一
人
に
つ
き
金
二
百
疋
程
度
の
蒔
銭
を
し
て
い
る
。
二
見
ケ
浦
の
二
見
茶
屋
で
は
、
三
日
市
の
手
代
が
「
酒
肴
茶
漬
ヲ
出
し
、
殊
ノ
外
馳
走
致
し
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
饗
応
を
し
て
い
る
。
十
六
日
に
は
御
師
方
で
逗
留
休
足
を
し
た
。
昼
後
よ
り
古
市
町
見
物
を
し
て
い
る
。
い
せ
名
物
「
お
ん
と
踊
」
を
杉
本
屋
四
季
の
間
に
て
金
一
両
で
女
郎
三
十
人
に
踊
ら
せ
て
い
る
。
一
人
に
つ
き
酒
肴
代
銀
三
匁
宛
掛
か
っ
て
い
る
。
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十
七
日
は
外
宮
を
参
宮
し
て
い
る
。「
か
ご
御
師
方
よ
り
出
し
候
、
此
日
モ
御
師
門
前
よ
り
蒔
銭
多
分
致
し
候
」
と
記
さ
れ
、
御
師
の
宿
か
ら
外
宮
ま
で
駕
籠
に
乗
り
、
御
師
の
門
前
よ
り
蒔
銭
を
し
て
い
る
。
伊
勢
参
り
の
人
々
の
願
い
は
、
太だいだ々い
神
楽
か
ぐ
ら
を
あ
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
行
も
太
々
神
楽
を
あ
げ
、
奉
納
金
を
納
め
て
い
る
。
十
八
日
は
四
ツ
時
頃
（
午
前
十
時
）
よ
り
八
ツ
半
時
（
午
後
三
時
）
ま
で
太
々
神
楽
が
行
わ
れ
た
。
講
中
十
三
人
は
上
下
を
着
用
し
、
三
日
市
太
夫
次
郎
も
来
て
い
る
。
三
日
市
へ
金
三
一
両
の
太
々
修
行
金
を
納
め
、
井
村
助
九
郎
へ
金
一
両
、
手
代
幸
左
衛
門
へ
金
二
分
、
給
仕
の
者
九
人
へ
金
一
両
、
駕
籠
頭
二
人
へ
金
一
分
を
祝
儀
と
し
て
与
え
て
い
る
。
そ
の
他
に
額
面
料
金
二
両
二
分
を
納
め
て
い
る
。
十
九
日
は
内
宮
御
師
八
羽
石
太
夫
よ
り
駕
籠
に
て
迎
え
が
来
た
。
二
度
目
の
外
宮
の
参
拝
、
天
の
岩
戸
を
参
詣
、
大
神
宮
の
文
庫
を
見
学
し
た
。「
此
御
蔵
ニ
諸
卿
方
諸
大
名
方
よ
り
奉
納
之
書
物
沢
山
有
之
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
宇
治
町
の
御
門
を
入
り
、
内
宮
御
師
の
八
羽
石
太
夫
の
宿
に
泊
ま
り
、
夜
は
「
酒
肴
ニ
テ
馳
走
」
に
な
っ
て
い
る
。
二
十
日
は
内
宮
を
参
宮
し
て
い
る
。
太
々
神
楽
が
正
九
ツ
半
時（
午
後
一
時
）
よ
り
始
ま
り
、
楽
人
三
十
人
程
に
て
、
十
二
座
の
御
神
楽
が
あ
り
、「
講
中
不
残
例
座
ニ
御
座
候
」と
一
行
は
列
席
し
て
い
る
。八
羽
石
太
夫
へ
金
二
五
両
を
太
々
修
行
金
と
し
て
納
め
、
植
村
啓
蔵
へ
金
一
両
、
外
役
人
並
び
に
給
仕
の
者
へ
金
一
両
、
駕
籠
頭
へ
金
二
朱
を
祝
儀
と
し
て
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
額
面
代
金
一
両
三
分
二
朱
ト
銀
二
匁
を
納
め
た
。
二
十
二
日
は
宇
治
町
よ
り
磯
辺
を
見
物
し
て
い
る
。
境
町
か
ら
十
九
人
で
来
た
連
中
は
、
伊
勢
参
宮
の
目
的
を
果
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
旅
を
す
る
。
井
上
六
左
衛
門
・
沢
屋
龍
兵
衛
・
中
村
要
八
・
中
村
要
蔵
・
藍
屋
長
吉
、
供
者
彦
五
郎
・
藤
吉
・
八
十
兵
衛
の
上
下
八
人
は
二
十
二
日
に
出
立
し
た
。
二
十
三
日
は
八
羽
よ
り
駕
籠
で
三
度
目
の
外
宮
参
宮
を
し
た
後
、
山
田
町
通
宮
川
端
ま
で
植
村
啓
蔵
外
役
人
が
付
添
い
の
見
送
り
を
し
た
。
茶
屋
で
酒
肴
を
出
し
馳
走
を
受
け
、
舟
に
乗
っ
た
。
?２
）
伊
勢
神
宮
か
ら
長
崎
へ
十
一
人
の
一
行
は
二
月
二
十
三
日
に
伊
勢
を
出
発
し
て
、
青
山
峠
を
越
え
て
名
張
町
、
長
谷
町
、
三
輪
町
を
通
り
二
十
六
日
に
奈
良
に
到
着
し
た
。
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
二
日
間
奈
良
を
見
学
し
、
高
野
山
、
和
歌
山
を
通
り
、
三
月
八
日
に
大
坂
に
到
着
し
た
。
三
月
三
日
の
夜
、
茂
七
は
高
野
山
で
祖
母
の
「
観
慶
妙
常
大
姉
」
と
父
の
「
澤
連
院
中
道
宥
居
士
」
の
二
人
の
供
養
追
善
の
た
め
に
卒
塔
婆
を
「
月
牌
金
弐
百
疋
」
で
依
頼
し
た
。
連
中
も
頼
み
、
二
十
本
ば
か
り
に
な
っ
た
。
僧
侶
の
側
も
六
、
七
人
が
御
経
を
あ
げ
て
い
る
。
茂
七
は
「
叮
嚀
之
事
ニ
御
座
候
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
三
月
八
日
に
大
坂
に
到
着
し
、
日
本
橋
堺
筋
長
堀
橋
南
詰
の
平
野
屋
佐
吉
に
宿
泊
し
た
。
九
日
よ
り
十
三
日
ま
で
大
坂
見
物
を
し
て
い
る
。
九
日
は
天
満
橋
、
天
神
橋
、
よ
し
や
橋
を
通
り
、
今
橋
通
り
の
鴻
池
善
右
衛
門
の
屋
敷
を
見
て
い
る
。
鴻
池
の
屋
敷
は
、「
両
側
ニ
テ
壱
丁
あ
ま
り
御
座
候
」
と
そ
の
大
き
さ
を
記
し
て
い
る
。
高
麗
橋
通
三
丁
目
の
「
と
ら
や
」
は
、「
ま
ん
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ぢ
う
名
物
有
、
誠
ニ
大
家
ニ
テ
大
キ
ナ
ル
モ
ノ
也
、
凡
百
人
余
モ
居
り
拵
イ
候
な
り
、
日
本
一
ニ
テ
有
御
座
候
」と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
ツ
井
越
後
屋
・
岩
城
升
屋
な
ど
の
呉
服
店
を
見
て
い
る
。
八
日
夜
に
は
、「
連
中
ニ
テ
坂
町
竹
葉
屋
安
兵
衛
方
、
揚
屋
や
ま
と
屋
伊
之
助
内
お
は
ん
花
代
一
六
匁
、
げ
い
こ
せ
ん
寿
四
匁
宛
な
り
」
と
記
し
、
お
は
ん
を
花
代
一
六
匁
、
せ
ん
寿
を
四
匁
で
遊
ん
で
い
る
。
九
日
の
夜
も
、
佐
渡
嶋
町
柳
屋
甚
蔵
の
歌
姫
太
夫
を
花
代
六
九
匁
、芸
子
を
一
二
匁
よ
り
一
五
匁
で
遊
ん
だ
。
十
日
は
道
頓
堀
の
芝
居
見
物
を
し
て
い
る
。
忠
臣
蔵
の
興
行
で
、
座
元
は
中
村
額
之
助
、
役
者
は
、
平
右
衛
門
・
わ
か
さ
の
竹
・
馬
之
丞
を
市
川
團
十
郎
、
九
太
夫
・
天
川
屋
を
片
岡
仁
左
衛
門
、
判
官
・
勘
平
・
本
蔵
を
市
川
円
蔵
、
お
か
る
・
と
な
せ
を
中
村
松
江
、
小
な
み
を
中
村
三
光
、
伴
内
を
嵐
舎
丸
、
か
お
よ
・
お
い
し
を
嵐
国
太
郎
、
定
九
郎
を
市
川
瀧
十
郎
、
師
直
・
郷
右
衛
門
を
松
本
幸
四
郎
、
由
良
之
介
を
中
村
歌
右
衛
門
が
演
じ
て
い
た
。
宿
へ
帰
り
吉
田
屋
喜
左
衛
門
で
酒
を
飲
ん
だ
。
十
一
日
は
、
伊
勢
崎
藩
三
田
助
十
郎
の
伝
手
で
大
坂
城
を
見
物
す
る
。
三
田
助
十
郎
の
出
入
り
の
米
屋
で
、
堺
筋
通
備
後
町
谷
町
二
丁
目
の
倉
橋
屋
彦
七
方
へ
行
く
。「
御
城
内
よ
り
三
田
様
御
家
来
迎
イ
ニ
来
り
、
右
案
内
ニ
テ
御
城
へ
行
脇
ざ
し
ヲ
サ
ス
、
切
手
札
ヲ
提
御
門
ニ
テ
改
メ
御
番
所
三
ケ
所
通
ル
、
三
田
助
十
郎
様
御
小
屋
へ
行
、
御
殿
様
ニ
拝
顔
仕
候
」
と
記
し
て
い
る
。
三
田
助
十
郎
の
小
屋
へ
行
き
、
茂
七
は
伊
勢
崎
藩
主
を
拝
顔
し
て
い
る
。
こ
の
年
伊
勢
崎
藩
は
大
坂
加
番
を
命
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
連
中
も
同
道
し
、
酒
肴
茶
漬
の
御
馳
走
に
預
っ
て
い
る
。
連
中
を
帰
し
、
茂
七
一
人
が
水
汲
役
を
勤
め
て
本
丸
へ
入
る
。
本
丸
の
中
の
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
□
御
本
丸
大
手
御
門
両
方
ニ
龍
虎
石
有
櫻
御
門
ト
云
至
テ
大
キ
ク
御
座
候
、
夫
よ
り
入
向
ニ
た
こ
石
あ
り
、
凡
十
六
間
四
方
モ
あ
り
、
夫
よ
り
く
ろ
か
ね
御
門
ヲ
入
、
御
玄
関
唐
御
普
請
向
キ
な
り
、
右
之
方
ニ
銀
水
井
戸
あ
り
、
夫
よ
り
御
門
ヲ
入
、
左
り
之
方
へ
廻
り
、
御
台
所
口
あ
り
、
此
処
辺
至
テ
広
し
広
大
な
る
事
也
夫
よ
り
御
天
守
台
下
木
戸
ヲ
入
少
し
登
り
、
黄
金
水
井
戸
有
、
夫
よ
り
少
し
登
り
、
御
天
守
台
八
間
四
方
、
此
台
ノ
石
誠
ニ
大
双
成
石
ニ
テ
珍
敷
事
ニ
御
座
候
、
此
処
よ
り
四
方
ヲ
見
渡
し
候
得
は
、
大
坂
は
申
不
及
諸
方
一
円
ニ
見
へ
風
景
至
て
よ
し
い
わ
ん
方
な
し
夫
よ
り
御
殿
向
誠
ニ
結
好
ニ
御
座
候
、淀
君
様
御
居
間
向
結
好
ニ
御
座
候
、
御
殿
向
広
き
事
ハ
い
わ
ん
方
な
し
、
夫
よ
り
三
田
助
重
郎
様
御
小
屋
へ
帰
り
右
汲
候
黄
金
水
井
戸
水
ニ
テ
茶
ヲ
せ
ん
じ
呑
み
申
候
難
有
事
ニ
御
座
候
城
か
ら
出
て
、谷
町
倉
橋
屋
彦
七
へ
脇
差
と
焼
印
を
返
し
暇
を
乞
う
て
い
る
。
十
一
日
の
夜
、
連
中
の
内
、
又
兵
衛
・
与
兵
衛
・
新
右
衛
門
・
富
太
郎
・
久
次
郎
・
嘉
蔵
・
伊
兵
衛
・
清
兵
衛
の
八
人
は
、
金
比
羅
参
詣
の
た
め
こ
こ
で
別
れ
て
い
る
。
残
っ
た
藤
七
・
茂
七
と
供
の
者
甚
蔵
の
三
人
は
新
町
の
吉
田
屋
喜
左
衛
門
で
酒
を
飲
ん
だ
。
こ
の
三
人
が
長
崎
道
中
を
共
に
す
る
。
十
二
日
も
大
坂
中
を
見
物
し
、夜
に
入
り
吉
田
屋
喜
左
衛
門
へ
飲
み
に
行
く
。
十
三
日
も
大
雨
が
降
り
、
吉
田
屋
喜
左
衛
門
へ
行
く
。
お
相
手
は
木
太
夫
と
歌
姫
太
夫
で
あ
る
。
十
四
日
の
昼
時
に
大
坂
を
出
発
す
る
が
、
宿
泊
し
て
い
た
平
野
屋
佐
吉
に
つ
い
て
は
、「
随
分
叮
嚀
ニ
は
候
得
共
、
入
用
多
分
相
掛
り
申
候
、
御
油
断
被
成
間
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敷
候
」
と
記
し
、
叮
嚀
で
あ
る
が
、
宿
泊
費
が
高
い
と
不
満
を
述
べ
て
い
る
。
三
月
十
四
日
に
大
坂
を
出
発
し
、
十
九
日
に
岡
山
を
通
り
、
二
十
日
に
丸
亀
に
到
着
し
、
二
十
一
日
に
金
比
羅
を
参
詣
し
て
い
る
。
丸
亀
か
ら
宮
島
へ
の
海
上
五
十
里
を
相
生
町
の
者
八
人
と
一
行
三
人
の
計
十
一
人
で
乗
り
合
う
こ
と
に
し
た
。
二
十
六
日
に
宮
島
に
到
着
し
、
二
十
七
日
に
参
詣
し
た
後
、
そ
の
夜
に
錦
帯
橋
へ
行
く
舟
に
乗
っ
た
。
閏
三
月
一
日
に
赤
間
ケ
関
、
二
日
に
小
倉
に
到
着
し
て
い
る
。
下
関
で
は
、
「
毛
利
様
御
舟
番
所
あ
り
、
此
処
ニ
テ
往
来
ヲ
改
メ
ル
な
り
、
尤
切
手
代
壱
人
ニ
付
廿
文
宛
出
し
候
得
は
、
往
来
ニ
ハ
構
へ
無
之
候
、
此
方
六
ケ
敷
無
之
候
御
心
得
可
被
成
候
事
」
と
記
し
、
萩
藩
の
舟
番
所
が
あ
り
往
来
の
改
め
を
し
て
い
る
が
、
切
手
代
二
〇
文
を
支
払
え
ば
、
往
来
は
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
と
し
て
い
る
。
小
倉
に
も
藩
の
番
所
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
人
数
改
め
を
行
い
、
切
手
代
一
人
前
二
〇
文
を
支
払
っ
て
い
る
。
五
日
に
博
多
を
通
る
。「
石
堂
町
通
り
掛
ケ
町
ト
い
ふ
処
ニ
博
多
帯
織
屋
あ
り
、
都
て
十
八
軒
モ
御
座
候
、
此
織
糸
は
渡
り
糸
な
り
、
丈
夫
な
る
事
古
今
無
双
な
り
」と
記
し
、
か
ケ
町
の
大
店
高
瀬
屋
与
左
衛
門
で
帯
を
購
入
し
て
い
る
。
唐
糸
織
の
上
物
は
金
一
両
、
中
物
は
金
三
分
、
下
物
は
金
二
分
の
値
段
で
あ
る
。
六
日
に
轟
宿
よ
り
佐
賀
藩
の
領
分
に
な
る
が
、「
至
テ
六
ツ
ケ
敷
御
番
所
あ
り
、
九
州
随
一
の
御
番
所
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
田
代
宿
の
高
札
場
よ
り
左
り
の
方
へ
行
く
と
轟
宿
へ
の
道
に
な
る
が
、
そ
の
道
を
通
ら
な
い
で
村
田
村
へ
の
近
道
の
抜
け
道
を
通
っ
た
。
旅
人
は
み
な
こ
の
抜
け
道
を
通
っ
て
い
る
。
茂
七
の
往
来
手
形
は
伊
勢
参
宮
ま
で
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
往
路
は
金
比
羅
参
詣
を
済
ま
せ
た
後
、
舟
で
周
防
国
新
湊
ま
で
行
っ
て
い
る
。
復
路
も
下
関
か
ら
大
坂
ま
で
は
舟
で
旅
し
て
い
る
。
茂
七
の
旅
で
問
題
に
な
る
の
は
九
州
で
あ
る
。
下
関
と
小
倉
の
間
は
切
手
代
を
支
払
え
ば
、
往
来
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
九
州
で
は
非
常
に
難
し
い
「
九
州
随
一
の
御
番
所
」
の
佐
賀
藩
で
は
、
番
所
を
避
け
て
近
道
の
抜
け
道
を
通
行
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
伊
勢
参
宮
の
往
来
手
形
で
は
通
行
す
る
の
が
難
し
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
閏
三
月
九
日
に
長
崎
に
到
着
し
俵
屋
新
兵
衛
に
宿
泊
し
た
。俵
屋
新
兵
衛
は
、
大
坂
の
平
野
屋
佐
吉
の
「
案
内
」
で
宿
泊
し
て
い
る
。
二
長
崎
か
ら
の
復
路
?１
）
長
崎
か
ら
京
都
へ
長
崎
か
ら
境
町
ま
で
の
復
路
の
旅
程
は
、
島
原
・
熊
本
・
英
彦
山
を
通
り
、
下
関
か
ら
大
坂
ま
で
舟
で
行
く
。
京
都
見
物
の
後
、
草
津
宿
か
ら
中
山
道
を
通
り
、
善
光
寺
へ
行
き
、
高
崎
宿
か
ら
日
光
例
幣
使
道
を
通
っ
て
境
町
に
帰
る
。
閏
三
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
長
崎
見
物
を
し
て
い
る
。
十
日
は
案
内
人
を
頼
み
長
崎
見
物
を
し
て
い
る
。
長
久
橋
西
築
町
の
俵
物
役
所
へ
行
く
。
こ
の
役
所
に
つ
い
て
は
、「
日
本
よ
り
唐
イ
送
り
も
の
御
改
メ
荷
物
作
り
場
ニ
御
座
候
、
右
送
り
物
ハ
、
こ
ん
ぶ
、
す
る
め
、
い
り
こ
、
桐
ノ
木
、
美
濃
紙
、
右
之
類
ハ
荷
作
り
居
候
な
り
、
尤
御
役
人
方
掛
り
も
の
共
ニ
五
拾
人
計
り
居
り
候
、
此
御
役
所
御
門
よ
り
内
へ
入
事
止
事
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
俵
物
役
所
は
門
よ
り
内
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
よ
り
宗
対
馬
守
の
屋
敷
へ
行
く
。
宗
対
馬
守
屋
敷
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
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此
御
屋
敷
内
朝
鮮
人
凡
六
拾
人
モ
居
り
候
、
御
門
二
重
ニ
テ
入
、
身
ノ
丈
高
ク
、
日
本
人
よ
り
大
キ
ク
、
白
キ
着
物
ヲ
キ
ル
、
髪
ノ
毛
ハ
惣
髪
ニ
テ
長
し
、
女
ノ
髪
の
如
し
、
ク
ル
ク
ル
ト
マ
キ
ツ
ケ
あ
り
、
ヒ
ゲ
少
シ
ア
リ
、
御
屋
敷
内
ニ
部
屋
ア
リ
、
七
八
人
位
宛
入
込
居
候
、
わ
ら
じ
草
履
之
る
い
ヲ
作
り
居
候
、
キ
タ
ナ
キ
住
居
い
わ
ん
方
な
し
、
私
し
共
三
人
へ
十
五
人
計
リ
モ
又
見
物
ニ
出
、
私
し
共
ノ
ム
ネ
ヲ
タ
タ
ク
、
其
節
驚
キ
懐
中
之
鼻
紙
ヲ
遣
ス
、朝
鮮
人
右
紙
ヲ
頂
キ
殊
ノ
外
歓
ビ
ヨ
カ
ヨ
カ
ト
い
ふ
テ
、皆
々
部
屋
ニ
入
ル
、
扨
々
キ
ミ
ノ
ワ
ル
キ
事
な
り
茂
七
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
宗
対
馬
守
の
屋
敷
に
は
六
十
人
程
の
朝
鮮
人
が
居
て
、
日
本
人
よ
り
も
身
長
が
高
く
大
き
く
、
白
い
着
物
を
着
て
、
髪
の
毛
は
惣
髪
で
あ
っ
た
。
一
つ
の
部
屋
に
七
、
八
人
が
居
住
し
、
わ
ら
じ
や
草
履
を
作
っ
て
い
た
。
茂
七
た
ち
三
人
に
対
し
胸
を
叩
き
、
茂
七
た
ち
が
鼻
紙
を
上
げ
た
ら
、
「
ヨ
カ
ヨ
カ
」
と
歓
ん
だ
と
い
う
。
そ
れ
よ
り
御
船
番
長
屋
、
西
御
役
所
屋
敷
、
江
戸
町
阿
蘭
陀
屋
敷
へ
行
く
。
阿
蘭
陀
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
橋
ヲ
渡
り
御
門
迄
行
事
不
相
成
、海
ノ
中
へ
出
張
り
大
キ
な
る
屋
敷
な
り
、
御
座
鋪
向
二
階
の
障
子
不
残
び
い
ど
ろ
ニ
テ
向
ウ
マ
デ
見
通
し
ニ
見
へ
候
な
り
、
見
事
ナ
ル
事
い
わ
ん
方
な
し
、
面
白
キ
舟
印
あ
り
、
如
此
様
成
も
の
な
り
、
右
屋
敷
塀
の
内
ニ
あ
り
、
お
ら
ん
だ
か
び
た
ん
壱
人
、
祐
筆
壱
人
、
医
師
壱
人
、
其
外
大
勢
来
り
居
り
候
な
り
、
舟
中
よ
り
長
サ
キ
逗
留
中
、
小
間
使
ニ
テ
黒
坊
主
ト
い
ふ
も
の
居
り
候
、
是
ハ
く
ろ
ん
ぼ
う
の
事
な
り
、
カ
タ
チ
小
サ
ク
シ
テ
ク
ロ
キ
人
ナ
リ
、
尤
モ
絵
ニ
書
候
様
ナ
ル
黒
キ
物
ニ
モ
無
之
候
、
ヒ
ゲ
少
ア
リ
長
崎
の
逗
留
中
に
小
さ
な
黒
人
を
見
て
い
る
。
宗
福
禅
寺
と
い
う
唐
寺
へ
行
く
が
、
唐
人
の
葬
式
に
出
会
う
。「
厚
サ
五
寸
計
り
之
板
ニ
テ
長
キ
箱
ヲ
指
シ
く
ろ
く
ぬ
り
、
其
中
へ
死
人
ヲ
入
ル
」
と
記
し
、
本
堂
の
前
に
箱
を
置
き
、
僧
侶
二
十
人
が
お
経
を
唱
え
、
長
崎
の
者
が
二
十
人
で
担
い
で
山
を
登
り
穴
を
掘
っ
て
い
る
。
三
人
は
こ
の
葬
式
に
付
き
添
っ
た
。
長
崎
の
銀
相
場
は
、
一
両
に
つ
き
銀
六
五
匁
、
銭
相
場
は
七
貫
二
百
文
、
但
し
九
六
銭
で
、
九
州
で
は
九
六
銭
は
長
崎
だ
け
で
あ
る
。
み
み
じ
ろ
銭
は
一
文
も
な
く
、
皆
鐚
銭
の
通
用
で
あ
る
。「
ミ
ミ
ジ
ロ
銭
ハ
唐
人
三
分
ま
し
ニ
買
、
唐
イ
持
行
ト
い
ふ
な
り
、
右
ニ
付
壱
文
も
無
之
候
な
り
」
と
記
し
、
耳
白
銭
は
唐
人
が
三
割
増
し
に
買
い
、
中
国
へ
持
っ
て
行
く
と
し
て
い
る
。
三
人
は
「
尾
崎
明
石
屋
久
蔵
ト
い
ふ
揚
屋
へ
入
、
寄
合
町
中
筑
子
屋
内
東
井
申
遊
女
ヲ
揚
ル
、
み
よ
し
右
同
断
、
大
坂
新
町
之
ゲ
イ
コ
小
き
ん
、
お
や
い
、
右
吸
も
の
七
通
鉢
肴
沢
山
随
分
料
理
之
仕
方
珍
敷
事
ニ
見
へ
候
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
長
崎
言
葉
に
つ
い
て
も
、
言
葉
よ
ろ
し
き
こ
と
を
「
ヨ
カ
ヨ
カ
」「
イ
ン
ネ
」
「
ナ
モ
シ
」「
ナ
ン
チ
ヤ
ウ
」、
一
人
の
こ
と
を
「
フ
ト
リ
」、
着
物
を
「
キ
リ
モ
ノ
」、
や
す
き
こ
と
を「
ヤ
ス
カ
」、
高
き
こ
と
を「
タ
カ
カ
」、
大
き
な
る
を「
フ
ト
カ
」、
小
さ
き
を
「
ホ
ソ
カ
」「
ナ
シ
」
と
記
し
て
い
る
。
十
一
日
は
鬼
界
島
へ
行
く
。「
此
節
鬼
界
ケ
嶋
俊
寛
六
百
五
拾
年
忌
ニ
相
当
り
、
右
嶋
へ
渡
海
開
帳
中
御
免
被
仰
出
候
処
、
誠
ニ
幸
イ
之
事
な
り
」
と
舟
で
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行
く
。
俊
寛
は
平
安
後
期
の
真
言
宗
僧
侶
で
、
後
白
河
法
皇
の
近
臣
。
鹿
ヶ
谷
山
荘
で
の
平
氏
追
討
謀
議
が
発
覚
し
て
、
鬼
界
ケ
島
に
流
罪
と
な
っ
た
。
俊
寛
の
流
罪
と
な
っ
た
喜
界
ケ
島
に
つ
い
て
は
、
薩
摩
国
喜
界
島
・
硫
黄
島
・
長
崎
の
伊
王
島
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。
長
崎
の
喜
界
島
（
伊
王
島
）
に
は
家
数
が
三
十
軒
も
あ
り
、
何
れ
も
漁
師
が
住
ん
で
い
た
。
十
四
五
丁
も
登
っ
た
所
に
庵
が
あ
り
、
俊
寛
の
木
像
が
あ
る
。
浜
辺
に
は
千
畳
敷
と
い
う
石
が
あ
る
。
十
二
日
は
長
崎
で
買
物
。
長
崎
代
官
の
高
木
作
右
衛
門
の
江
戸
役
所
は
下
谷
御
徒
士
町
生
田
氏
の
地
内
に
あ
り
、
元
締
め
は
大
塚
大
作
で
あ
る
。
三
人
は
長
崎
が
不
案
内
な
の
で
大
塚
か
ら
書
翰
を
頂
い
て
持
参
し
、
長
崎
の
「
御
手
附
福
ト
ミ
六
郎
太
様
上
野
紳
右
衛
門
様
御
両
家
」
へ
参
上
し
た
。
九
州
名
物
の
お
茶
嬉
野
を
進
上
し
た
。
上
野
氏
よ
り
家
来
一
人
を
買
物
の
案
内
人
と
し
て
出
し
て
く
れ
た
。
福
富
氏
は
江
戸
御
用
に
つ
き
出
府
中
で
あ
っ
た
。
十
三
日
も
上
野
氏
よ
り
案
内
人
藤
五
郎
殿
が
来
て
買
物
を
し
た
。
十
四
日
も
同
様
に
長
崎
唐
物
屋
を
見
物
し
た
。
長
崎
の
買
物
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
注
意
を
記
し
て
い
る
。
お
ら
ん
陀
唐
物
類
ハ
、
銀
三
拾
目
以
上
之
物
ハ
、
町
年
寄
様
方
ノ
手
板
ト
申
奥
印
無
之
候
テ
ハ
、長
崎
之
地
ヲ
持
出
し
候
事
不
相
成
事
ニ
御
座
候
、
尤
壱
軒
ニ
テ
其
家
限
り
ニ
手
板
願
イ
可
申
義
ニ
御
座
候
手
板
願
イ
ニ
付
、
日
数
十
日
よ
り
廿
日
位
迄
相
掛
り
候
、
右
日
数
ヲ
急
キ
候
得
は
、
別
段
ニ
進
物
入
り
候
事
、
但
し
拾
軒
ニ
テ
渡
り
物
買
候
得
は
拾
ケ
処
よ
り
可
願
候
事
、
右
手
板
ヲ
願
イ
候
分
夫
丈
代
呂
物
直
段
高
直
ニ
相
成
申
候
事
御
心
得
可
被
成
候
、
銀
三
拾
匁
以
下
は
手
板
無
之
持
出
し
候
事
不
苦
事
ニ
御
座
候
私
し
共
義
ハ
御
元
〆
様
方
之
御
荷
符
ニ
テ
持
出
し
候
、
手
板
之
儀
ハ
町
年
寄
御
印
形
御
出
し
被
下
、
其
上
御
奉
行
所
様
迄
御
訴
被
遊
候
事
、
殊
ノ
外
手
重
キ
事
ニ
承
り
申
候
、
右
ニ
付
渡
り
も
の
買
付
候
得
共
、
以
の
外
大
心
配
仕
候
、
又
外
三
拾
匁
以
下
古
着
物
等
ハ
荷
作
り
い
た
し
、
長
州
下
ノ
関
迄
船
積
い
た
し
相
送
り
申
候
、
右
宿
俵
屋
新
兵
衛
と
申
内
ハ
出
店
ノ
方
ニ
下
関
積
問
屋
ヲ
持
居
り
候
事
オ
ラ
ン
ダ
や
唐
物
類
は
銀
三
〇
匁
以
上
の
買
い
物
の
場
合
、
町
年
寄
の
手
板
と
い
う
奥
印
が
な
く
て
は
長
崎
か
ら
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
手
板
願
い
は
日
数
が
十
日
よ
り
二
十
日
ま
で
掛
り
、
日
数
を
急
ぐ
場
合
は
別
段
に
進
物
が
必
要
と
な
る
。
茂
七
は
、
手
板
願
い
に
つ
い
て
、「
殊
ノ
外
手
重
キ
事
ニ
承
り
申
候
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
軒
の
店
か
ら
購
入
す
れ
ば
、
十
ケ
所
の
手
板
願
い
が
必
要
に
な
る
。
長
崎
の
買
い
物
は
下
関
ま
で
舟
で
送
り
、
長
崎
の
俵
屋
新
兵
衛
は
下
関
に
出
店
を
持
っ
て
い
る
の
で
、荷
物
を
そ
こ
に
送
っ
て
い
る
。
十
五
日
は
荷
物
作
り
を
し
て
、
長
崎
の
惣
鎮
守
諏
訪
大
明
神
を
参
詣
し
、
目
鏡
橋
を
見
物
し
て
い
る
。十
六
日
は
福
富
氏
上
野
氏
へ
お
礼
と
お
暇
乞
に
参
り
、
宿
勘
定
を
し
て
い
る
。
?２
）
京
都
か
ら
境
町
へ
閏
三
月
十
七
日
に
長
崎
を
出
発
し
て
い
る
。「
今
日
麦
カ
リ
ヲ
見
ル
」と
記
し
て
い
る
。
帰
り
は
島
原
の
城
下
を
見
物
し
、
熊
本
、
柳
川
、
久
留
米
を
通
り
英
彦
山
に
登
り
、
宇
佐
八
幡
宮
、
小
倉
を
通
り
、
下
関
に
到
着
す
る
。
英
彦
山
の
― ―126
中澤茂七の長崎道中記
旅
籠
屋
で
肥
後
国
人
吉
の
城
下
商
人
林
仁
兵
衛
と
藤
屋
の
二
人
と
大
坂
ま
で
道
連
れ
に
な
る
。
二
人
は
肥
後
国
よ
り
菜
種
を
船
で
大
坂
へ
運
ぶ
商
人
で
あ
る
。
一
行
は
下
関
か
ら
大
坂
ま
で
舟
で
行
く
。
大
坂
ま
で
お
よ
そ
一
五
〇
里
、
一
人
舟
賃
六
五
文
銀
で
一
八
匁
、
一
行
は
二
間
を
貸
切
り
一
人
前
二
五
匁
、
賄
い
は
一
日
百
文
宛
で
あ
る
。
こ
の
舟
は
一
行
三
人
、
肥
後
の
商
人
二
人
、
筑
前
芦
屋
弥
兵
衛
の
六
名
と
御
大
名
方
御
手
廻
り
六
名
の
合
計
十
二
人
が
乗
り
、
舟
頭
一
人
水
主
六
人
都
合
七
人
乗
り
で
あ
る
。
瀬
戸
内
海
を
通
り
、
四
月
八
日
に
多
度
津
に
到
着
し
、
金
比
羅
を
参
詣
し
、
多
度
津
よ
り
高
砂
を
通
り
四
月
十
日
に
大
坂
に
到
着
し
、
平
野
屋
佐
吉
に
宿
泊
を
し
て
い
る
。
大
坂
の
越
中
橋
で
勘
定
を
済
ま
せ
た
。
三
人
で
銀
六
六
匁
、
金
一
両
ト
百
文
を
払
っ
た
。
大
坂
よ
り
丸
亀
廻
り
、
芸
州
宮
島
周
防
錦
帯
橋
廻
り
で
下
関
ま
で
舟
を
乗
る
場
合
は
越
中
橋
へ
尋
ね
る
こ
と
、
下
関
ま
で
早
船
の
場
合
は
中
ノ
島
越
中
橋
尼
ヶ
崎
屋
太
七
方
へ
尋
ね
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
四
月
十
一
日
は
大
坂
で
「
無
難
之
祝
イ
事
」
を
し
た
。
夜
は
新
町
九
軒
揚
屋
吉
田
屋
喜
左
衛
門
へ
参
り
、
佐
渡
島
町
折
屋
甚
蔵
内
歌
姫
太
夫
と
飲
酒
し
た
。
十
三
日
に
は
宇
治
町
、
伏
見
町
を
通
り
、
京
都
三
條
大
橋
東
詰
の
ひ
ぜ
ん
屋
藤
五
郎
方
に
宿
泊
を
す
る
。
四
月
十
四
日
よ
り
二
十
一
日
ま
で
京
都
見
物
を
し
て
い
る
。
十
四
日
は
午
前
中
休
息
し
、
昼
よ
り
三
條
大
橋
通
六
角
下
ル
両
替
町
の
外
村
宗
兵
衛
店
へ
尋
ね
参
り
、
親
子
と
も
在
宿
し
て
い
て
ご
馳
走
に
な
っ
た
。
外
村
は
茂
七
へ
京
都
織
物
を
持
参
す
る
下
り
商
人
で
、
こ
こ
で
土
産
風
呂
敷
を
頼
み
取
り
寄
せ
買
い
入
れ
た
。
宗
兵
衛
の
案
内
で
六
角
堂
へ
行
き
、
誓
願
寺
、
和
泉
式
部
塚
、
蛸
薬
師
如
来
堂
、
錦
天
満
宮
な
ど
を
廻
っ
て
い
る
。
十
五
日
は
宗
兵
衛
の
子
息
惣
太
郎
の
案
内
で
、
知
恩
院
、
祇
園
御
社
、
東
大
谷
、
高
大
寺
、
西
本
願
寺
、
東
寺
、
東
国
寺
、
仏
光
寺
な
ど
を
廻
っ
て
い
る
。
十
六
日
も
外
村
宗
次
郎
（
惣
太
郎
カ
）
の
案
内
で
、
南
禅
寺
、
永
観
堂
、
銀
閣
寺
、
極
楽
寺
真
如
堂
、
黒
谷
円
光
大
師
堂
、
下
加
茂
大
明
神
、
禁
裏
、
仙
洞
御
所
、
本
能
寺
な
ど
を
廻
っ
て
い
る
。
十
七
日
は
雨
天
の
た
め
荷
物
作
り
で
休
息
。
荷
物
は
茂
七
分
が
五
貫
五
百
匁
あ
り
、
飛
脚
問
屋
島
屋
佐
右
衛
門
の
高
倉
上
ル
町
の
出
店
大
黒
屋
庄
八
郎
に
頼
ん
だ
。
代
金
二
分
ト
三
五
五
文
を
払
っ
た
。
夜
は
ぎ
お
ん
町
へ
行
き
、
あ
ふ
み
や
き
し
と
い
う
揚
屋
で
白
人
並
び
に
芸
古
三
人
を
揚
げ
た
。
十
八
日
は
外
村
宗
次
郎
の
案
内
で
、
二
條
城
、
妙
心
寺
、
金
閣
寺
、
紫
野
大
徳
寺
、
上
加
茂
社
な
ど
を
廻
っ
て
い
る
。
十
九
日
は
大
雨
の
た
め
休
息
。
お
礼
と
し
て
外
村
宗
兵
衛
方
へ
参
り
、
酒
肴
の
御
馳
走
を
受
け
た
。
夜
は
島
原
見
物
に
行
く
。
茂
七
の
「
道
中
控
」
に
は
揚
屋
と
女
郎
の
名
前
と
花
代
の
費
用
が
記
さ
れ
て
い
る
。
角
屋
徳
右
衛
門
方
へ
参
り
、
青
貝
の
間
に
入
り
、
太
夫
を
残
ら
ず
呼
寄
せ
見
物
を
し
た
。
桔
梗
屋
内
湊
太
夫
を
揚
げ
た
。
青
貝
の
間
と
い
う
座
敷
は
、
天
井
ま
で
も
青
貝
で
、
硯
箱
や
ぜ
ん
わ
ん
の
類
い
ま
で
も
皆
同
様
の
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
扇
の
間
・
松
の
間
・
み
す
の
間
・
ヒ
ガ
キ
の
間
も
同
様
で
、
座
敷
間
数
と
も
夥
し
く
広
大
無
双
の
家
で
あ
る
。島
原
は
京
都
中
の
遊
女
屋
よ
り
運
上
を
取
っ
て
い
る
。
二
十
日
は
愛
宕
山
へ
参
詣
し
、
元
糺
の
森
、
う
づ
ま
さ
、
愛
宕
山
大
権
現
、
小
倉
山
、
天
龍
寺
な
ど
を
廻
っ
て
い
る
。
二
十
一
日
は
昼
ま
で
休
み
、
昼
時
よ
り
諸
所
を
見
物
し
た
後
に
島
原
見
物
に
行
く
。
揚
屋
町
角
屋
徳
右
衛
門
方
へ
行
き
、
桔
梗
屋
内
湊
太
夫
を
揚
げ
る
。
こ
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の
日
は
島
原
太
夫
方
の
道
中
が
あ
り
、「
誠
ニ
見
事
な
る
風
景
な
り
」と
記
し
て
い
る
。
扇
の
間
で
遊
び
、
こ
の
座
敷
も
名
画
名
筆
も
あ
る
能
き
座
敷
で
あ
っ
た
。
二
十
二
日
に
ひ
ぜ
ん
屋
方
で
勘
定
を
済
ま
せ
た
。
四
月
二
十
二
日
の
四
ツ
時
（
午
前
十
時
）
に
目
出
度
く
出
立
し
た
。
幸
い
今
日
が
例
年
上
下
加
茂
様
の
御
祭
礼
な
の
で
見
物
を
し
た
。
こ
の
日
は
貴
船
大
明
神
、
鞍
馬
山
、
比
沙
門
天
仮
堂
な
ど
を
廻
り
、
鞍
馬
町
で
泊
っ
て
い
る
。
二
十
三
日
は
、
八
瀬
村
、
本
黒
谷
円
光
大
師
を
通
る
。「
八
瀬
村
は
禁
裡
様
御
領
分
ニ
テ
百
姓
み
な
国
々
の
名
ヲ
な
の
る
な
り
、
大
名
の
如
し
、
又
惣
髪
ニ
テ
女
之
如
し
、
百
姓
ニ
テ
御
所
へ
勤
メ
ル
ト
言
難
有
百
姓
な
り
」と
記
し
て
い
る
。
比
叡
山
、
坂
本
町
、
三
井
寺
、
大
津
町
を
通
り
、
大
津
か
ら
石
山
ま
で
を
舟
で
行
く
。
名
物
の
蛍
を
見
物
し
て
い
る
。
二
十
四
日
は
草
津
宿
か
ら
中
山
道
を
通
り
、
守
山
宿
、
武
佐
宿
を
通
り
島
川
村
で
宿
泊
し
た
。
西
村
伊
左
衛
門
方
で
「
以
ノ
外
な
る
馳
走
」
に
預
っ
た
。
二
十
五
日
も
同
所
で
「
是
迄
覚
無
之
馳
走
」
に
な
り
、「
ぜ
ん
わ
ん
夜
ぐ
座
敷
其
外
何
ニ
て
も
皆
あ
た
ら
敷
も
の
ニ
テ
扨
々
珍
敷
事
な
り
」
と
そ
の
応
対
ぶ
り
を
記
し
て
い
る
。
二
十
六
日
も
大
雨
の
た
め
逗
留
し
ご
馳
走
に
な
る
。
二
十
七
日
も
雨
が
降
っ
て
お
り
、
逗
留
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
長
逗
留
に
な
る
の
で
出
立
し
た
。
親
類
一
人
と
荷
物
持
一
人
の
二
人
が
案
内
を
し
て
く
れ
た
。
途
中
の
高
宮
川
が
満
水
で
乗
り
越
え
る
の
に
大
変
で
あ
っ
た
が
、
高
宮
宿
、
彦
根
町
を
通
り
、
醒
ヶ
井
宿
に
宿
泊
す
る
。
二
十
八
日
は
柏
原
宿
、
関
ヶ
原
宿
、
樽
井
宿
を
通
り
、
加
納
宿
に
宿
泊
す
る
。
二
十
九
日
は
鵜
沼
宿
、
御
嶽
宿
を
通
り
、
細
久
手
宿
に
宿
泊
。
三
十
日
は
大
久
手
宿
、
中
津
川
宿
、
落
合
宿
を
通
り
、
馬
籠
宿
に
宿
泊
し
た
。
五
月
一
日
は
妻
籠
宿
、
野
尻
宿
、
次
原
宿
、
寝
覚
の
里
を
通
り
、
上
ケ
松
宿
に
宿
泊
。
二
日
は
福
島
宿
、
八
五
原
宿
、
奈
良
井
宿
、
贄
川
宿
を
通
り
、
本
山
宿
に
宿
泊
。
三
日
は
洗
馬
宿
よ
り
北
国
道
郷
原
道
を
通
り
善
光
寺
へ
向
か
う
。
松
本
宿
を
通
り
法
橋
村
に
宿
泊
。
四
日
は
青
柳
宿
、
篠
ノ
井
宿
を
通
り
善
光
寺
に
到
着
し
た
。
五
日
は
善
光
寺
を
参
詣
し
、「
血
願
イ
料
紙
上
ル
、尤
も
宵
ニ
宿
へ
咄
し
置
、
宿
よ
り
七
十
弐
文
ト
上
ル
、
夫
よ
り
御
十
念
ヲ
受
ル
、
其
後
名
処
ヲ
ヨ
ミ
血
ヲ
頂
キ
候
な
り
」と
記
し
て
い
る
。
丹
波
島
宿
、
下
戸
倉
宿
、
坂
木
宿
を
通
り
、
上
田
宿
に
宿
泊
し
た
。
六
日
は
海
野
宿
、
小
諸
宿
を
通
り
、
中
山
道
追
分
へ
出
て
、
軽
井
沢
宿
に
宿
泊
し
た
。
七
日
は
碓
氷
峠
を
下
り
、
坂
本
宿
、
横
川
関
所
、
松
井
田
宿
、
板
鼻
宿
、
高
崎
宿
を
通
り
、
倉
賀
野
宿
に
宿
泊
し
た
。
八
日
は
倉
賀
野
か
ら
日
光
道
を
通
り
、
玉
村
宿
、
五
料
宿
、
五
料
関
所
、
芝
宿
を
通
り
、
八
ツ
時
（
午
後
二
時
）
に
境
町
に
無
事
到
着
し
た
。
下
武
士
村
よ
り
中
嶋
村
大
明
神
へ
相
廻
り
、
夫
よ
り
境
町
惣
鎮
守
稲
荷
大
明
神
、
此
社
内
ニ
テ
御
仮
屋
ヲ
焼
、
迎
イ
之
人
々
へ
酒
ヲ
出
し
、
わ
ら
ヂ
ヲ
ハ
キ
か
へ
、
夫
よ
り
神
参
り
致
し
、
目
出
度
帰
宅
仕
候
、
夫
よ
り
町
中
相
廻
り
、
誠
ニ
道
中
無
滞
家
内
ニ
も
何
ニ
テ
モ
相
変
儀
無
之
、
無
此
上
も
重
畳
目
出
度
歓
ビ
の
祝
イ
致
し
候
中
嶋
村
大
明
神
と
境
町
の
惣
鎮
守
稲
荷
大
明
神
へ
神
参
り
を
し
た
後
、
町
中
を
廻
り
、
無
事
の
お
祝
い
を
し
た
。
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三旅
の
諸
相
?１
）
旅
の
諸
費
用
茂
七
は
茶
代
・
花
代
を
記
録
し
て
い
る
が
、
宿
泊
費
に
つ
い
て
は
「
道
中
控
」
で
は
記
録
し
て
い
な
い
。
交
通
費
で
は
往
路
は
丸
亀
か
ら
宮
島
ま
で
、
復
路
は
下
関
か
ら
大
坂
ま
で
舟
を
使
用
し
て
い
る
。
旅
で
の
諸
費
用
に
つ
い
て
は
表
２
に
記
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
①
宿
泊
代
道
中
の
宿
泊
代
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
が
、
四
月
二
日
に
宿
泊
し
た
下
関
の
米
屋
藤
五
郎
の
旅
籠
代
に
つ
い
て
は
一
人
二
〇
〇
文
と
記
し
て
い
る
。
長
崎
道
中
は
一
月
十
六
日
の
熊
谷
宿
か
ら
五
月
七
日
の
倉
賀
野
宿
ま
で
一
四
〇
日
間
で
あ
る
。
一
日
二
〇
〇
文
と
計
算
す
る
と
、
合
計
二
八
〇
〇
〇
文
と
な
る
。
長
崎
の
宿
泊
代
は
、
閏
三
月
九
日
夕
よ
り
十
七
日
朝
ま
で
中
八
日
、
一
人
前
一
日
分
銀
二
匁
、
金
一
両
に
つ
き
銀
六
五
匁
で
あ
る
。
そ
の
他
へ
金
二
朱
の
茶
代
、
内
の
女
中
方
へ
酒
代
を
与
え
て
い
る
。
京
都
の
宿
泊
代
は
、
四
月
十
三
日
夕
よ
り
二
十
二
日
朝
ま
で
一
人
前
二
匁
五
分
ツ
ツ
、弁
当
代
酒
肴
代
共
に
金
一
両
二
分
を
払
い
、他
に
茶
代
金
二
朱
を
払
っ
て
い
る
。
②
茶
代
・
祝
儀
代
等
世
話
に
な
っ
た
宿
屋
へ
の
茶
代
と
し
て
二
両
一
分
二
朱
ト
三
〇
〇
文
を
支
払
っ
て
い
る
。
ま
た
、
伊
勢
神
宮
の
外
宮
の
御
師
三
日
市
太
夫
次
郎
へ
太
々
修
行
金
と
し
て
三
一
両
、
三
日
市
関
係
者
へ
五
両
、
内
宮
の
御
師
八
羽
石
太
夫
へ
太
々
修
行
金
と
し
て
二
五
両
、
八
羽
関
係
者
へ
四
両
を
納
め
て
い
る
。
ま
た
、
新
茶
屋
で
は
金
二
分
の
蒔
銭
を
投
げ
て
い
る
。
祝
儀
と
し
て
は
、
利
根
川
の
中
瀬
渡
舟
場
へ
金
一
分
、
大
井
川
を
渡
る
蓮
台
持
ち
た
ち
へ
金
一
分
、
伊
勢
で
駕
籠
一
挺（
一
三
挺
）に
つ
き
二
〇
〇
文
を
払
っ
て
い
る
。
③
弁
当
代
・
食
事
代
・
菓
子
代
弁
当
・
酒
肴
・
甘
酒
・
あ
べ
か
わ
餅
・
餅
・
と
う
ふ
・
焼
餅
・
蕎
麦
な
ど
の
食
事
料
は
、
道
中
全
体
で
金
一
両
二
分
・
銀
八
匁
ト
一
三
八
文
で
あ
る
。
④
遊
興
代
一
行
は
大
坂
、
長
崎
、
京
都
な
ど
で
「
揚
代
」
な
ど
の
名
目
で
遊
ん
で
い
る
。
大
坂
で
銀
一
四
〇
匁
、
京
都
で
金
一
両
を
掛
け
て
い
る
。
⑤
舟
賃
川
や
海
を
渡
る
費
用
は
、
一
般
的
に
は
羽
田
村
の
六
文
程
度
で
あ
る
が
、
佐
屋
｜
桑
名
間
は
夜
中
の
た
め
倍
値
段
と
な
り
一
三
六
文
。
瀬
戸
内
海
は
丸
亀
｜
宮
島
間
を
一
艘
貸
切
で
飯
料
込
み
で
銀
一
四
匁
。
九
州
で
は
、
本
庄
川
｜
諫
早
間
（
二
〇
里
）
を
早
舟
で
六
〇
〇
文
、
島
原
｜
肥
後
川
尻
間
は
乗
合
で
な
い
場
合
は
四
〇
〇
文
掛
か
っ
て
い
る
。
帰
路
の
下
関
か
ら
大
坂
ま
で
の
船
賃
は
一
人
前
二
五
匁
ず
つ
、
但
し
銀
相
場
は
一
両
に
つ
き
六
五
匁
。
飯
料
は
四
月
二
日
夕
よ
り
十
日
昼
ま
で
、
合
計
一
人
に
つ
き
八
匁
ず
つ
。
三
人
で
銀
六
六
匁
、
金
一
両
ト
百
文
を
払
っ
た
。
他
に
船
中
入
用
酒
肴
代
二
人
分
金
一
分
ト
六
〇
九
文
、
ふ
と
ん
二
人
分
代
八
匁
、
讃
州
丸
亀
廻
り
増
し
、
二
人
分
三
二
一
文
増
し
の
舟
賃
を
払
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水
増
し
に
な
る
と
倍
以
上
の
舟
賃
が
掛
か
る
。
渡
舟
に
掛
か
っ
た
合
計
費
用
は
、
銀
三
九
匁
ト
二
八
九
七
文
で
あ
る
。
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表２ 旅での諸費用
月日 種類 場所 運 賃
１16渡舟 中瀬渡舟場 金１分（祝儀）
16茶代 熊谷宿 金１分
18渡舟 戸田渡舟場 南鐐一片
22茶代 江戸小網町 金２分
22渡舟 羽田村 ６文
23駕籠 保土ヶ谷―戸塚 324文
23開帳 藤沢遊行寺 何人でも100文
24渡舟 馬入川 15文
24駕籠 大磯―小田原 600文
24開帳 大磯寺の虎石 12文
24開帳 大磯の西行法師庵 12文
25甘酒 箱根茶屋 ８文
25開帳 箱根大権現 初穂料何人でも100文
28駕籠 三島―吉原 ２朱ト500文
29駕籠 吉原―江尻 1300文
29渡舟 富士川 36文
２１ 駕籠 江尻―久能山―府
中
２朱ト100文
１ 勧化 大野村龍花寺焼失 12文
１ 弁当 同上 72文
１ 案内 久能山 10人まで20疋ずつ
１ あべ川餅 府中 ５文
１ 駕籠 府中―鞠子 450文
１ 川越 安倍川 41文
２ 駕籠 鞠子―藤枝 650文
２ 駕籠 藤枝―島田 372文
２ 川越 瀬戸川 14文
２ 川越 大井川 75文連台四人持312
２ 駕籠 金谷―日坂 372文
２ 駕籠 日坂―掛川 300文
７ 駕籠 掛川―御油 ２分２朱
７ 渡舟 木田川 12文
７ 茶代 掛川 金３分
８ 渡舟 天竜川 16文
９ 渡舟 大野村 16文
９ 荷物預り 鳳来寺 ４文
９ 開帳 鳳来寺 ６文
９ 荷物 大野村―角谷村 50文
９ 渡舟 瀧川 ３文
11開帳 無量寺（業平名所）何人でも100文
11荷物 宮宿―桑名 一荷124文ツツ
12開帳 常泉寺 何人でも100文
12勧化 常泉寺 鳥目10疋
12渡舟 番場川 ６文
12渡舟 佐屋―桑名 136文（夜中ゆえ倍値）
12渡舟 桑名城乗り回し 12文
13橋銭 高岡川 ６文
14渡舟 雲津川 ８文
14茶代 松坂大須賀屋喜兵
衛
２分
15駕籠 松坂―新茶屋 600文
15渡舟 くし田川 16文
15渡舟 稲木川 13文
15蒔銭 新茶屋 金２分
15祝儀 伊勢 駕籠一挺につき200文
17入場 伊勢天の岩戸 12文
18太々修行 三日市太夫次郎 31両
18山役銭 同上 208文
18祝儀 三日市関係者 ５両
20太々修行 八羽石太夫 25両
月日 種類 場所 運 賃
20山役銭 同上 124文
20祝儀 八羽関係者 ４両
22拝見 和合山鸚鵡石 12文
24橋銭 都川仮橋 ２文
24橋銭 大野木川仮橋 ２文
24案内 大野寺 ６文
26案内 内山村永久寺在原 寺100文
27案内 奈良町 250文
27拝見 元興寺五重塔 ６文
29橋銭 立田川 ２文
29橋銭 大和川 ２文
29開帳 当麻寺 何人でも124文
３１ 開帳 橘寺（聖徳太子誕
生所）
12文
１ 拝見 多武峰 何人でも100文
１ 渡舟 吉野川 12文
２ 開帳 吉水院 ６文
２ 渡舟 吉野川柳の渡し ８文
２ 渡舟 吉野川―学文路11
人
１朱
３ 月牌 高野山 金２分
４ 渡舟 吉野川 16文
５ 渡舟 岩手川 ３文
５ 渡舟 舟番所―和歌山 一艘１貫文
５ 渡舟 紀三井寺―妹背山 28文
６ 案内 和歌の浦 12文
６ 渡舟 たなしりの渡し 12文
７ 渡舟 大津川 ４文
８ 入場 天王寺 12文
８ 入場 四天王寺 16文
８ 花代 大坂新町 銀20匁
９ 揚代 大坂新町 銀120匁
９ 蕎麦 新町砂場 ８文
14渡舟 中津川 ６文
14渡舟 津久田神崎 ５文
14渡舟 尼崎川 ５文
14橋銭 無古川 ６文
15橋銭 しゅく川 ２文
15橋銭 芦屋川 ２文
15案内 須磨―一ノ谷 32文
15開帳 須磨寺 何人にても100文
16渡舟 別府川 ４文
16渡舟 高砂川 水増しにつき12文
16渡舟 新井 ４文
17渡舟 市川 ７文
17橋銭 書写川仮橋 ４文
17橋銭 すこ川仮橋 ３文
17橋銭 あそし川かち渡り ６文
17渡舟 正条川 ８文
18渡舟 うね川（千茶川） ８文
19渡舟 一市川 水増ニ付12文
20渡舟 下津井（舟賃・夕
飯・蒲団損料）
３人分1085文
22渡舟 丸亀―宮島（一艘
貸切）
飯料込みで14匁
30渡舟 佐波川 ５文
30渡舟 武士野川 ３文
30渡舟 二俣川 ３文
閏31渡舟 アサ市川 ３文
１ 渡舟 吉田川 ５文
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⑥
通
行
料
川かわ
越ごし
は
、
大
河
に
人
足
を
配
置
し
、
徒
歩
な
ど
に
よ
っ
て
渡
河
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
。
河
川
通
過
は
渡
舟
越
し
と
歩
行
越
し
が
あ
っ
た
。
富
士
川
は
渡
舟
越
し
で
三
六
文
、
安
倍
川
は
歩
行
越
し
で
四
一
文
掛
か
っ
て
い
る
。
大
井
川
は
連
台
四
人
持
で
渡
り
、
三
一
二
文
、
一
人
七
五
文
掛
か
っ
て
い
る
。
歩
行
越
し
の
川
越
費
用
は
一
三
〇
文
で
あ
る
。
橋
銭
は
橋
を
渡
る
際
の
通
行
料
。
二
文
（
都
川
仮
橋
・
大
野
木
川
仮
橋
・
立
田
川
・
大
和
川
等
）
か
ら
八
文
（
や
す
川
仮
橋
・
か
ら
す
川
板
）
の
橋
銭
を
徴
収
し
て
い
る
。
橋
銭
の
費
用
は
六
九
文
で
あ
る
。
⑦
駕
籠
代
茂
七
は
所
々
で
駕
籠
に
乗
っ
て
い
る
。
保
土
ヶ
谷
｜
戸
塚（
三
二
四
文
）、
大
磯
｜
小
田
原（
六
〇
〇
文
）
で
駕
籠
を
使
用
し
て
い
る
が
、
病
気
の
た
め
東
海
道
三
島
宿
か
ら
日
坂
宿
ま
で
は
駕
籠
で
旅
を
し
た
。
三
島
｜
吉
原
（
二
朱
ト
五
〇
〇
文
）、
吉
原
｜
江
尻
（
一
三
〇
〇
文
）、
江
尻
｜
久
能
山
｜
府
中（
二
朱
ト
一
〇
〇
文
）、
府
中
｜
鞠
子
（
四
五
〇
文
）、
鞠
子
｜
藤
枝
（
六
五
〇
文
）、
藤
枝
｜
島
田
（
三
七
二
文
）、
金
谷
｜
日
坂（
三
七
二
文
）、
掛
川
｜
御
油（
金
二
分
二
朱
）
と
か
な
り
費
用
を
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
松
坂
｜
新
月日 種類 場所 運 賃
１ 開帳 安徳天皇御宮 何人でも100文
２ 渡舟 赤間ケ関―小倉 80文
２ 番所切手 赤間ケ関 20文
２ 番所切手 小倉 20文
４ 渡舟 木屋ノ瀬川 12文
５ 渡舟 タタラ川 ５文
５ 梅の御守
り
太宰府天満宮 金１朱
５ 茶代 同上 ３人で金２朱
７ 渡舟 本庄川―諫早（20
里）
600文（早舟）
７ 書付代 舟番所への書付代 10文
７ 書付代 舟宿へ 20文
７ 旅籠代 長崎 200文
9～17 朝旅籠代 長崎 １日銀２匁
茶代酒代 長崎 金２朱
17渡舟 阿波湊―島原小濱
（８里）
166文
18案内 荷物持ちと案内 一人150文
18渡舟 島原―肥後川尻 300文乗合でない400文
21橋銭 高瀬川仮橋 ２文
25山役銭 英彦山 ６文
25案内 荷物持ちと案内 一人200文
25水風呂代 一ツ度 村５人で60文
26案内 羅漢寺村 一人５文
26餅代 宇場村餅屋 一ツ２文
27渡舟 高瀬川 ６文
29渡舟 小倉―下関 80文
４１ 渡舟 小倉―下関 舟賃65文・賄い（１日）
100文・貸切料25匁
２ 旅籠代 下関米屋藤五郎 200文
２ 茶代 同上 300文
７ 揚代 上ノ関 560文・鯛260文
10舟賃 下関―大坂 舟賃25匁・飯料８匁
合計二人分金１両ト100文
２日夕～10日 昼酒肴代金１分ト609文・蒲団
代８匁
丸亀廻り321文増舟賃二人分
月日 種類 場所 運 賃
12渡舟 大坂―伏見 164文
13渡舟 木津川 ６文
４15拝見 知恩院 24文ツツ
15拝見 東寺の尼寺庭 100文
16とうふ 南禅寺門前茶屋 ２文
17荷物 京都島屋出店 金２分355文
17揚代 あふみやしき 金１両
18拝見 金閣寺庭 220文
22旅籠代 13日夕～22日朝 銀２匁５分
22弁当代・
酒肴代
金１両２分
22茶代 同上 金２朱
23荷物案内 比叡山 250文
23渡舟 大津―石山 48文
24渡舟 近江八景見物 16文ツツ
24餅 草津宿餅屋 20文
24橋銭 やす川仮橋 ８文
28渡舟 久瀬川 ８文
28渡舟 飛驒川 水増しにつき24文
29馬 加納宿―鵜沼宿 250文
29渡舟 木曽川 水ましにつき32文
30焼餅 大久手宿餅屋 ５文
５１ 案内 寝覚山臨川寺 一人５文
１ 荷物持ち 次原宿 144文
１ 蕎麦代 寝覚の里 一膳16文
４ 渡舟 斉川 水増しにつき52文
４ 渡舟 小サキ川 16文
５ 血 願イ
料
善光寺 72文
５ 渡舟 斉川 水増川留一人前100文
５ 渡舟 千曲川 22文
７ 荷物持ち 軽井沢―坂本間 148文
７ 橋銭 ウスイ川板橋 ２文
７ 橋銭 ウスイ川 12文
７ 橋銭 からす川板橋 ８文
８ 渡舟 いの川 ４文
「文政十三歳庚寅正月吉日 道中控」より作成
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落 合 延 孝
茶
屋
も
六
〇
〇
文
で
乗
っ
て
い
る
。
道
中
の
駕
籠
代
は
金
三
分
二
朱
ト
五
五
六
八
文
を
掛
け
て
い
る
。
加
納
宿
と
鵜
沼
宿
と
の
間
は
馬
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
番
所
を
通
過
す
る
際
に
切
手
を
支
払
っ
て
い
る
。
赤
間
ケ
関
と
小
倉
で
、
番
所
切
手
を
二
〇
文
ず
つ
支
払
っ
て
い
る
。
⑧
見
物
料
寺
社
の
見
物
は
、
開
帳
料
・
入
場
料
・
拝
見
料
・
案
内
料
な
ど
の
諸
費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
。
開
帳
料
は
、
大
磯
の
西
行
法
師
庵（
一
二
文
）、
箱
根
大
権
現
（
初
穂
料
何
人
で
も
一
分
）、
業
平
名
所
の
無
量
寺
（
何
人
で
も
一
〇
〇
文
）、
須
磨
寺
（
何
人
に
て
も
一
〇
〇
文
）。
入
場
料
は
大
坂
の
天
王
寺
（
一
二
文
）、
四
天
王
寺
（
一
六
文
）。
拝
見
料
は
知
恩
院
（
二
四
文
）。
開
帳
料
・
入
場
料
・
拝
見
料
な
ど
の
諸
費
用
は
、
道
中
全
体
で
六
〇
五
文
で
あ
る
。
名
所
旧
跡
の
地
に
は
案
内
人
が
い
て
、
旅
行
者
か
ら
案
内
料
を
徴
収
し
て
い
た
。
久
能
山
で
は
十
人
ま
で
二
〇
疋
ず
つ
、
奈
良
で
は
二
五
〇
文
、
須
磨
｜
一
ノ
谷
で
は
三
二
文
の
費
用
で
あ
る
。
道
中
の
案
内
料
は
四
三
八
文
で
あ
る
。
ま
た
、
焼
失
し
た
大
野
村
龍
花
寺
へ
は
、
勧
化
一
二
文
を
支
払
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
茂
七
は
高
野
山
で
祖
母
と
父
の
二
人
の
供
養
追
善
の
た
め
に
卒
塔
婆
を
「
月
牌
金
」
二
分
で
依
頼
し
た
。
太
宰
府
天
満
宮
で
は
梅
の
御
守
を
金
一
朱
で
購
入
し
て
い
る
。
善
光
寺
で
は
「
血
」
願
い
を
七
二
文
で
納
め
て
い
る
。山
役
銭
は
一
人
に
つ
き
伊
勢
外
宮
へ
二
〇
八
文
、
内
宮
へ
一
二
四
文
、
英
彦
山
六
文
、
計
三
三
八
文
を
払
っ
て
い
る
。
⑨
荷
物
料
荷
物
預
り
は
、
鳳
来
寺
の
四
文
程
度
で
安
い
。
旅
の
途
中
で
荷
物
を
運
ん
で
も
ら
う
荷
物
持
ち
は
、
高
い
値
段
で
あ
る
。
宮
宿
｜
桑
名
間
は
一
荷
に
つ
き
一
二
四
文
、
次
原
宿
は
一
四
四
文
、
軽
井
沢
｜
坂
本
間
は
一
四
八
文
の
費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
。
荷
物
及
び
荷
物
案
内
料
は
、
道
中
全
体
で
金
二
分
ト
一
四
二
五
文
で
あ
る
。
そ
の
他
、
舟
番
所
や
舟
宿
へ
の
書
付
代
三
〇
文
、
水
風
呂
代
六
〇
文
（
五
人
で
）
等
が
あ
る
。
長
崎
道
中
で
茂
七
の
旅
費
用
は
、
長
崎
相
場
の
金
一
両＝
銀
六
五
匁＝
銭
七
二
〇
〇
文
で
計
算
す
る
と
、
金
一
三
両
一
分
一
朱
ト
銀
二
五
八
匁
五
分
ト
銭
一
七
二
一
三
七
文
で
あ
る
。
銭
で
二
九
六
貫
六
二
一
文
、
お
よ
そ
金
四
一
両
ト
銭
一
四
二
一
文
で
あ
る
。
茂
七
は
中
国
や
九
州
の
諸
藩
の
藩
札
相
場
を
記
し
て
い
る
。
萩
藩
支
藩
の
徳
山
藩
札
は
銀
一
匁
で
銭
一
〇
四
文
、
小
倉
藩
札
は
二
四
文
、
福
岡
藩
は
六
〇
文
、
佐
賀
藩
札
は
二
二
文
、
島
原
藩
札
は
六
五
文
、
柳
川
藩
札
は
六
四
文
、
中
津
藩
札
は
五
〇
文
で
あ
る
。
九
州
の
諸
藩
だ
け
で
も
、
藩
札
銀
一
匁
の
銭
相
場
で
三
倍
の
差
が
あ
っ
た
。
一
八
四
八
年
（
嘉
永
元
）
に
九
州
を
旅
し
た
伊
勢
崎
の
森
村
新
蔵
は
、
中
国
、
九
州
の
中
で
、
幕
府
の
正
銭
が
通
用
す
る
の
は
長
崎
と
飫
肥
の
み
で
、
他
の
国
は
銀
札
の
み
で
正
銭
は
通
用
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
?５
）
旅
人
に
と
っ
て
中
国
や
九
州
の
諸
藩
を
旅
す
る
場
合
に
、
各
地
の
藩
札
と
幕
府
の
正
銭
の
銭
相
場
を
知
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
?２
）
宿
や
名
物
の
評
判
宿
屋
の
評
判
に
つ
い
て
は
、
評
価
の
良
い
宿
屋
に
は「
能
キ
内
」（
岡
崎
宿
大
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津
屋
勘
助
）、「
能
キ
宿
」（
桑
名
宿
銭
屋
又
左
衛
門
）、「
大
キ
ナ
ル
内
」（
宮
市
宿
大
嶋
屋
勘
助
）
の
ラ
ン
ク
か
ら
、
さ
ら
に
上
位
の
ラ
ン
ク
に
つ
い
て
は
「
至
て
能
キ
叮
嚀
」（
鞠
子
宿
桑
名
屋
善
兵
衛
）、「
能
キ
内
至
テ
叮
嚀
」（
掛
川
宿
捻
金
屋
次
郎
右
衛
門
）、「
大
キ
ナ
ル
内
ニ
テ
叮
嚀
」（
堺
宿
さ
つ
ま
や
宇
右
衛
門
）
な
ど
が
あ
る
。
赤
間
ケ
関
米
屋
藤
五
郎
の
「
随
分
能
キ
叮
嚀
之
内
」
や
長
崎
町
俵
屋
新
兵
衛
の
「
殊
ノ
外
能
キ
大
家
叮
嚀
」
は
一
番
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
評
判
の
悪
い
宿
屋
の
記
載
は
少
く
、
長
崎
の
帰
り
に
立
ち
寄
っ
た
舟
宿
の
池
田
屋
丈
左
衛
門
に
つ
い
て
「
ア
シ
キ
木
銭
宿
ノ
如
し
」
と
あ
る
程
度
で
あ
る
。
大
坂
で
宿
泊
し
た
平
野
屋
佐
吉
に
つ
い
て
は
、「
随
分
叮
嚀
ニ
は
候
得
共
、
入
用
多
分
相
掛
り
申
候
、
御
油
断
被
成
間
敷
候
」
と
記
し
、
叮
嚀
で
あ
る
が
宿
泊
費
が
高
い
と
不
満
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
津
久
井
湊
の
肥
前
屋
藤
蔵
や
長
崎
の
宿
泊
先
で
あ
る
俵
屋
新
兵
衛
は
「
平
野
屋
佐
吉
方
よ
り
案
内
有
之
候
」
と
平
野
屋
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。
往
路
の
備
前
焼
物
の
釜
元
木
村
長
十
郎
方
で
徳
利
を
購
入
し
た
が
、
大
坂
の
平
野
屋
へ
送
り
、
そ
こ
か
ら
江
戸
廻
り
で
境
町
へ
送
っ
て
い
る
。
平
野
屋
が
荷
物
輸
送
の
中
継
地
点
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
倉
町
で
は
小
倉
藩
の
家
中
林
多
喜
助
・
同
義
三
郎
の
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。
江
戸
屋
敷
で
懇
意
に
し
て
い
る
間
柄
で
あ
り
、「
処
々
名
所
之
道
の
り
窺
イ
」
と
記
し
、
九
州
の
旅
程
を
聞
い
て
い
る
。
宿
場
に
つ
い
て
は
、
箱
根
宿
に
つ
い
て
「
あ
し
き
宿
ナ
リ
、
人
気
悪
敷
い
つ
わ
り
ヲ
云
、
旅
人
ヲ
止
宿
為
致
又
は
弁
当
売
何
ニ
て
も
誠
ニ
高
直
、
此
後
油
断
被
成
間
敷
候
」
と
宿
泊
料
と
弁
当
代
の
高
値
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
由
井
宿
の
茶
屋
旅
籠
屋
に
つ
い
て
も
、「
い
ろ
い
ろ
の
客
人
逗
留
ニ
テ
今
日
ば
く
ち
御
座
候
故
、
殊
ノ
外
キ
ミ
ワ
ル
ク
思
ひ
居
り
候
」
と
博
奕
の
盛
ん
な
宿
場
を
挙
げ
て
い
る
。
兵
庫
よ
り
明
石
ま
で
の
五
里
の
間
、「
泊
り
屋
一
向
ニ
な
し
、扨
々
困
入
申
候
、
随
分
御
心
得
可
被
成
候
」と
宿
泊
で
き
な
い
場
所
も
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
名
物
の
評
判
も
記
し
て
い
る
。
箱
根
名
物
に
つ
い
て
は
、「
竹
木
細
工
も
の
名
物
面
白
き
も
の
沢
山
有
」
と
記
し
て
い
る
。
東
海
道
日
坂
宿
の
わ
ら
び
餅
に
つ
い
て
は
、「
此
宿
わ
ら
び
も
ち
名
物
、大
キ
ク
至
テ
ま
づ
し
御
無
用
ニ
可
被
成
候
」
と
厳
し
い
。
大
坂
の
高
麗
橋
三
丁
目
と
ら
や
の
饅
頭
に
つ
い
て
は
、「
ま
ん
ぢ
う
名
物
有
、
誠
ニ
大
家
ニ
テ
大
キ
ナ
ル
モ
ノ
也
、
凡
百
人
余
モ
居
り
拵
イ
候
な
り
、
日
本
一
ニ
テ
有
御
座
候
」
と
評
価
が
高
い
。
備
前
国
で
は
名
物
の
焼
物
を
購
入
し
て
る
が
、「
元
木
村
長
十
郎
方
大
問
屋
此
方
ニ
テ
徳
利
取
合
買
、
夫
よ
り
大
坂
宿
平
野
屋
へ
送
り
、
夫
よ
り
江
戸
廻
し
国
元
着
仕
候
」
と
記
し
、
元
木
村
長
十
郎
で
購
入
し
た
焼
物
を
大
坂
の
平
野
屋
へ
送
り
、
江
戸
廻
り
で
境
町
へ
送
る
手
続
き
を
し
て
い
る
。
焼
物
が
到
着
し
た
の
は
、
茂
七
が
境
町
に
到
着
し
た
四
ケ
月
後
の
九
月
で
あ
っ
た
。
お
わ
り
に
江
戸
時
代
の
旅
は
、
海
陸
両
面
に
わ
た
る
交
通
網
の
整
備
、
街
道
や
寺
社
門
前
の
宿
泊
・
休
息
施
設
の
充
実
、
名
所
旧
蹟
で
は
案
内
人
に
よ
る
見
物
案
内
、
「
都
名
所
図
会
」「
江
戸
名
所
図
会
」
な
ど
の
名
所
案
内
書
や
道
中
記
な
ど
が
次
々
に
刊
行
さ
れ
、
村
人
に
も
旅
の
情
報
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
茂
七
の
道
中
記
は
、
宿
場
町
の
距
離
、
宿
場
町
、
城
下
町
、
神
社
仏
閣
、
名
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所
旧
跡
な
ど
の
記
述
は
出
版
さ
れ
て
い
る
諸
道
中
記
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
文
字
だ
け
で
な
く
絵
図
を
記
し
、
自
ら
の
旅
体
験
を
詳
細
に
記
録
し
た
。
特
に
、
宿
屋
の
評
判
、
金
比
羅
参
詣
や
大
坂
と
下
関
を
結
ぶ
舟
、
伊
勢
神
宮
、
大
坂
、
長
崎
、
京
都
見
物
に
つ
い
て
は
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
茂
七
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
大
坂
と
下
関
と
の
間
は
、
直
接
舟
で
旅
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
十
九
世
紀
は
地
方
の
村
役
人
や
豪
農
た
ち
が
、
長
崎
ま
で
の
旅
を
す
る
経
済
的
力
量
と
旅
の
経
験
を
自
ら
記
録
と
し
て
残
す
文
化
的
力
量
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
中
澤
茂
七
『
道
中
控
』（
一
八
三
〇
年
）
も
そ
の
一
つ
の
事
例
で
あ
る
。
茂
七
た
ち
の
旅
は
伊
勢
神
宮
の
参
詣
を
目
的
と
し
て
お
り
、
往
来
手
形
も
お
そ
ら
く
伊
勢
神
宮
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
茂
七
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
中
国
と
九
州
の
間
に
あ
る
関
門
海
峡
も
切
手
代
を
支
払
え
ば
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
佐
賀
藩
領
の
一
部
の
厳
し
い
番
所
を
避
け
れ
ば
、
長
崎
ま
で
旅
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
澤
茂
七
が
一
八
三
〇
年
に
記
し
た
『
道
中
控
』
は
、
江
戸
時
代
の
旅
の
様
子
を
現
代
の
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
る
格
好
な
史
料
で
あ
る
。
（
原
稿
提
出
平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日
）
註
?１
）
中
沢
昌
次
郎
「
長
崎
道
中
記
（
一
）
〜（
九
）」（『
境
町
歴
史
資
料
』
二
九
号
、
一
九
五
九
年
三
月
〜
同
五
五
号
、
一
九
六
一
年
八
月
））
?２
）
中
島
利
夫
「
茂
七
の
面
影
」（『
境
町
歴
史
資
料
』
三
三
号
、
一
九
五
九
年
七
月
）
?３
）
『
境
町
史
第
三
巻
歴
史
編
上
』（
境
町
、
一
九
九
六
年
）
?４
）
同
右
?５
）
落
合
延
孝
『
幕
末
民
衆
の
情
報
社
会
』（
有
志
舎
、
二
〇
〇
六
年
）
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